
(研
究
ノ
ー
ト
)伏

見
作
手
板
の
廻
漕
と
軍
役

〓
)

は
じ
め
に

天
正
十
九
年
正
月
十
七
日
､
知
行
宛
行
状
及
び
豊
臣
氏
歳
入
地
代
官
任
命
状
が
､

秋
田
実
李
に
発
給
さ
れ
た
｡
こ
れ
に
よ

っ
て
､
秋
田
氏
の
領
地
の
三
分
の

T
が
､
豊

臣
氏
蔵
人
地
と
さ
れ
､
秋
田
氏
が
そ
の
代
官
と
な

っ
た
｡
こ
の
蔵
人
地
は
､
山

口
啓

(り一一

二
氏
の

｢歳
入
地
の
諸
類
型
｣
に
よ
れ
ば
､

｢外
様
大
名
領
内
設
置
型
｣
に
あ
た
る
｡

I

そ
し
て
､
特
に
､
こ
の
秋
田
領
内
に
設
置
さ
れ
た
歳
入
地
は
､
秋
田
杉
の
廻
漕
を
第

一
の
目
的
と
し
て
､
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
四
年
ま
で
の
､
伏
見
作
事
板
の
割
付

･
廻
漕

に

関
し
て
､
こ
れ
ま
で
､

｢海
運
｣

･
｢
林
業
｣

･

｢商
品
流
通
｣
な
ど
､
様

々
な
観
点

か
ら
､
優
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
｡
し
か
し
､

｢
伏
見
作
事
板
の
割
付

･
廻
漕

に
関
す
る
基
本
的
な
歴
史
事
実
｣
の
解
明
が
､
不
充
分
で
あ

っ
た
｡
そ
こ
で
､
本
稿
は
､

伏
見
作
事
板
の
割
付

･
廻
漕
の
過
程
を
解
明
し
､
そ
れ
を
軍
役

の
観
点
か
ら
歴
史
的

に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
､
課
題
と
し
て
い
る
｡

な
お
､
本
稿
で
は
､
諸
先
学
の
論
考
を
､
次
の
よ
う
に
略
記
す
る
｡
ま
ず
､
正
式

な
論
文
の
題
目

･
著
者
名
を
挙
げ
る
｡
そ
し
て
､
矢
印
の
先
は
､
そ
の
論
文
の
略
号

を
指
し
て
い
る
｡

中

J

和

明

･
鎌
田
永
吉

『秋
田
県
史

近
世
上
』
(秋
田
県

昭
和
三
九
年
)
の
第

一
章
第
二

節

豊
臣
政
権
下
の
秋
田
地
方

l

県
史
①

･
古
田
良

一
『
日
本
海
海
運
史
の
研
究
』

(福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会

昭
和
四
二
年
)

所
収

｢秋
田
家
文
書
に
よ
る
文
禄

･
慶
長
初
期
北
国
海
運

の
研
究
｣

l

古
論
文

･
山
口
徹

｢小
浜

･
敦
賀
に
お
け
る
近
世
初
期
豪
商
の
存
在
形
態
｣
(
『歴
史
学
研
究
』

17

第
二
四
八
号
)

昭
和
三
五
年

二

一月

･
山
口
徹

『
日
本
経
済
史
大
系
3
近
世
上
』

の
第
二
章

初
期
豪
商
の
性
格

･
山
口
啓
二

『
日
本
経
済
史
大
系
3
近
世
上
』

徹
論
文
①

(東
京
大
学
出
版
会

昭
和
三
九
年
)

l

徹
論
文
④

(東
京
大
学
出
版
会

昭
和
三
九
年
)

の
第

一
章

豊
臣
政
権
の
成
立
と
領
主
経
済

の
構
造

l

啓
論
文

･
渡
辺
信
夫

『幕
藩
制
確
立
期
の
商
品
流
通
』

(柏
書
房

昭
和
四

一
年
)

の
第

一

章

豊
臣
期
の
流
通
構
造

↓

渡
論
文

･
塩
屋
順
耳

『秋
田
県
林
業
史
』
上
巻

(秋
田
県

昭
和
四
八
年
)

の
第

一
章

古

代

･
中
世
の
林
業

l

塩
論
文
①

･
塩
屋
順
耳

｢伏
見
築
城
と
秋
田
杉
｣
(
『国
史
談
談
会
雑
誌
』
豊
田

･
石
井
両
先
生

退
官
記
念
号

･
昭
和
四
八
年
)

l

塩
論
文
④



･
長
谷
川
成

1
｢近
世
初
期
北
奥
大
名
の
領
知
高
に
つ
い
て
｣
(『
日
本
歴
史
』
四

1

七
号

昭
和
五
八
年
)

↓

長
論
文
①

･
長
谷
川
成

一
｢文
禄

･
慶
長
期
津
軽
氏
の
復
元
的
考
察
｣
(
『津
軽
藩
の
基
礎
的
研

究
』
所
収

国
書
刊
行
会

昭
和
五
九
年
)

↓

長
論
文
②

一

伏
見
作
事
板
の
関
係
史
料

豊
臣
政
権

へ
の
杉
板
の
供
出
は
'
文
禄
二
年
'
秀
吉
の
命
令
を
受
け
た
秋
田
実
李

が
'
前
田
氏
建
造
の

｢大
安
宅
｣

一
腹
分
の
'
杉
の
大
割
板

(船
木
)
を
'
秋
田
か
ら

〔3
)

敦
賀
ま
で
廻
漕
し
た
と
き
に
始
ま
る
｡
こ
の
杉
板
は
'
朝
鮮
戦
争
の
軍
需
品
と
し
て

求
め
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
｡
続
い
て
'
文
禄
三
年
六
月
十
七
日
'

｢
淀
船
材
木
｣

(
三
〇
線
分
)
を
､
秋
田
氏
は
求
め
ら
れ
た
｡
そ
し
て
'
実
際
に
'
杉
板
を
廻
漕
し

た
｡
同
年
十
月
十
八
目
付
の
実
李

へ
の
朱
印
状
に
ょ
れ
ば
'

｢
河
船
材
木
｣
は
､
敦

(i
l

賀
に
無
事
到
着
し
て
い
る
｡
ま
た
'
文
禄
四
年
に
は
'
秋
田
氏
は
橋
板
八

〇
〇
間

(伏
見
作
事
用
)
を
'
上
方

へ
廻
漕
し
た
｡
そ
し
て
'
慶
長
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で

は
'
秋
田
氏
の
他
'
仙
北

･
由
利

･
津
軽
の

｢
隣
郡
之
衆
｣

(小
野
寺

･
本
堂

･
戸

沢

･
六
郷

･
仁
賀
保

･
赤
字
曽

･
滝
沢

･
内
越

･
岩
屋

･
津
軽
氏
)
も
'

｢
秋
田
実

李
よ
り
杉
板
を
請
取
り
'
敦
賀
ま
で
廻
漕
す
る
こ
と
｣
を
'
命
ぜ
ら
れ
た
｡
慶
長
元

年
に
は
'
秋
田
氏
と
隣
郡
之
衆
は
'
合
せ
て
五
七
二
間
を
廻
漕
L
t
慶
長
二

･
三

･

四
年

に
は
'
毎
年
秋

田
氏
と
隣
郡
之
衆
は
'

一
〇
〇
〇
間
割
付
け
ら
れ
て
'

八
五
〇
間
ほ
ど
廻
漕
し
た
｡
文
禄
三
年
正
月
に
'
伏
見
築
城
が
諸
大
名
に
発
令
さ
れ

て
お
り
'
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
四
年
ま
で
の
杉
板
廻
漕
は
'
そ
の
普
請
役
の

一
環
で

あ

っ
た
｡

伏
見
作
事
板
の
関
係
史
料
は
'
主
に
㈲
太
閤
朱
印
状
'
惚
御
材
木
入
用
之
帳
'
㈲

伏
見
作
事
板
請
取
状
'
㈲
秋
田
御
蔵
入
米
算
用
状
t
の
四
種
類
に
分
類
で
き
る
｡
本

稿
で
は
'
こ
の
四
種
類
の
史
料
を
'
仙
朱
状
､
②
材
帳
'
㈲
請
状
'
棚
蔵
状
t
と
略

記
す
る
｡
以
下
t
m

･

②･
㈲･
棚
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
｡
そ
し
て
'
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
､
細
か
-
番
号
を
付
し
て
い
-

(伏
見
作
事
板
の
関
係
史
料
は
'
仙

･

㈲･
㈲
･
叫
か
す
べ
て
で
は
な
い
)

0

仙
太
閤
朱
印
状

文
禄
五
年
三
月
二
十
六
日
付
の
朱
印
状
で
､
秀
吉
は
'
由
利
の
仁
賀
保

･
赤
字
曽

･

滝
沢

･
内
越

･
岩
屋
氏
に
'
伏
見
作
事
用
の
橋
板
三
四
間
を
秋
田
実
李
よ
り
受
領
し
､

敦
賀

へ
廻
漕
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
｡
慶
長
二
年
二
月
二
日
付
の
朱
印
状
で
は
'

秋
田
氏
お
よ
び
隣
郡
之
衆
に
'
伏
見
作
事
板

一
〇
〇
〇
間
を
廻
漕
す
る
こ
と
を

命
じ
て
い
る
｡
慶
長
三
年
三
月
六
日
付
の
朱
印
状
で
は
'
小
野
寺
義
道
に
'
杉
大

割
板

一
四
五
間
を
廻
漕
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
｡
次

の
よ
う
に
'
ま
ず
'
朱

印
状
の
目
付
を
挙
げ
る
｡
そ
し
て
､
矢
印
の
先
は
､
そ
の
朱
印
状
の
略
号
を
指
し

(5
)

て
い
る
｡

18

文
禄
五
年
三
月
二
十
｣ハ
日

l

朱
状
①

慶
長
二
年
二
月
二
日

慶
長
三
年
三
月
六
日

㈲
御
材
木
入
用
之
帳

l

朱
状
②

l

朱
状
③

秋
田
氏
の
作
成
に
か
か
る
五
種
類
の
史
料
で
あ
る
｡
例
え
ば
'
文
禄
五
年
十
二
月

≡
目
付
の
も
の
は
'

｢文
禄
四
年
分

於
秋
田
御
材
木
入
用
之
帳
｣
と
い
う
の
が
'

正
式
な
名
称
で
あ
る
｡
次
の
よ
う
に
'
ま
ず
御
材
木
入
用
之
帳
の
日
付
を
挙
げ
る
｡

(亡U
l

そ
し
て
､
矢
印
の
先
は
､
そ
の
日
付
の
御
材
木
入
用
之
帳
の
略
号
を
指
し
て
い
る
｡



:

文
禄
四
年
十
二
月
十
三
日

慶
長
元
年
十
二
月
三
日

慶
長
二
年
十
月
十
五
日

慶
長
三
年
十
二
月

慶
長
四
年
十
二
月
十
三
日

↓

材
帳
①

↓

材
帳
②

↓

材
帳
⑨

↓

材
帳
④

↓

材
帳
⑨

略
号
は
次
の
よ
う
に
す
る
｡

(

文
禄
五
年
九
月
二
十

一
日

↓

請
状
④

慶
長
二
年
四
月
二
十
日

↓

請
状
⑨

慶
長
元
年
閏
九
月
十
日

l

請
状
㈲
ノ

㈲
伏
見
作
手
坂
詰
取
状

文
禄
四
年
と
慶
長
元
年
の
伏
見
作
事
板
請
取
状
は
'
敦
賀
側
の
請
取
状
で
あ
る
0

慶
長
二
･
三

･
四
年
の
も
の
は
'
商
人
の
請
取
状

(秋
田
氏
分
)
と
隣
郡
之
衆
の
講

取
状
の
二
種
類
が
あ
る
｡
文
禄
四
年
か
ら
年
を
追
っ
て
'
略
号
を
付
け
て
い
-
｡

文
禄
四
年
の
請
取
状

叫堕
裳
書
に
は

｢文
禄
四
年
高
橋
二
郎
請
取
候
事
｣
と
し
て
あ
る
｡

こ
れ
は
'
秋
田
氏
が
'
三
人
の
商
人

(道
川
兵
次
郎

･
塩
屋
甚
右
衛
門
･
古
川
示
石
衛
門
)

に
廻
漕
さ
せ
た
杉
板

(橋
板
)
を
'
敦
賀
の
大
谷
刑
部
の
家
臣
高
橋
二
郎
兵
衛
が
'
八
月

晦
日
･
八
月
十
三
日
･
九
月
六
日
の
三
度
に
渡
っ
て
'
敦
賀
で
請
取

っ
た
旨
を
記
し
て
い

る
｡
こ
の
講
取
状
は
'
便
宜
的
に
三
つ
に
分
け
る
こ
と
に
す
る
｡
次
の
よ
う
に
'
ま
ず
請

取
っ
た
目
付
を
挙
げ
る
｡
そ
し
て
'
矢
印
の
先
は
'
そ
の
請
取
状
の
略
号
を
指
し
て
い
る
｡

慶
長
二
年
の
請
取
状

こ
の
請
取
状
に
は
'

｢
慶
長
弐
年
御
材
木
隣
郡
衆

へ
渡
り

申
う
け
取
の
あ
と
書
｣
と
い
う
表
書
が
あ
る
｡
そ
し
て
'
隣
郡
之
衆
九
人
と
商
人
八

人

(秋
田
氏
分
の
板
を
請
取
っ
た
商
人
)
が
請
取

っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
｡
こ
れ
も
'

便
宜
的
に
次
の
よ
う
に
分
け
る
｡
ま
ず
'
請
取
入
を
挙
げ
る
｡
.そ
し
て
'
矢
印
の
先

(JTJ一

は
'
そ
の
請
取
状
の
略
号
を
指
し
て
い
る
｡

蘇之那隣

(

文
禄
四
年
八
月
晦
日

文
禄
四
年
八
月
十
三
日

文
禄
四
年
九
月
六
日

l

請
状
①

l

請
状
②

l

請
状
③

慶
長
元
年
の
請
取
状

こ
の
請
取
状
は
'
｢蜂
屋
右
京
進

･
高
橋
二
郎
兵
衛
橋
板
請

取
状
写
｣
で
あ
る
｡
端
裏
書
と
し
て
､

｢文
禄
五
年
高
橋
次
郎
兵
衛
殿
よ
り
の
請
取
の

う
つ
し
｣
と
あ
る
｡
こ
の
請
取
状
は
'
文
禄
五
年
九
月
二
十

一
日
'
慶
長
二
年
四
月

二
十
日
､
慶
長
元
年
閏
九
月
十
日
の
三
度
に
渡

っ
て
'
秋
田
氏
廻
漕
分
の
板
を
'
請

･J･I,

取
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
｡
こ
の
請
取
状
も
'
便
宜
的
に
三
つ
に
分
け
る
こ
と
に
す
る
｡

小
介
河
家

(孫
二
郎
)

内
越
家

滝
沢
家

岩
屋
家

仁
賀
保
家

横
手
家

(孫
十
郎
)

本
堂
家

六
郷
家

戸
沢
家

前
川
五
衛
門

柴
草
屋
六
兵
衛

道
川
三
郎
左
衛
門

二
郎
右
衛
門

五
郎
兵
衛

l

請
状
⑦

l

請
状
⑧

↓

請
状
⑨

↓

請
状
⑲

↓

請
状
⑭

↓

請
状
⑭

↓

請
状
⑯

↓

請
状
⑭

↓

請
状
⑭

↓

請
状
⑭

l

請
状
㊥

↓

請
状
⑭

↓

請
状
⑭

↓

講
状
⑳



佐
藤
助
九
郎

l

請
状
㊧

高
嶋
屋
二
郎
左
衛
門

↓

請
状
㊧

酒
屋
兵
衛

l

請
状
㊨

人

右
に
挙
げ
た
隣
郡
之
衆
の
中
で
'
小
介
河
孫
二
郎
と
は
'
赤
字
曽
孫
二
郎
の
こ
と
で

あ
り
'
横
手
孫
十
即
と
は
'
小
野
寺
孫
十
郎
の
こ
と
で
あ
る
｡

慶
長
三
年
の
請
取
状

隣
郡
之
衆
の
請
取
状
は
九
枚
あ
る
｡
例
え
ば
､
戸
沢
氏
の

場
合
'

｢戸
沢
家
奉
行
伏
見
作
事
板
請
取
状
｣
と
な

っ
て
い
る
｡
ま
た
'
商
人
の
請
取
状

は

二

l枚
あ
る
｡
し
か
し
'

｢
請
取
状
｣
と
い
う
表
記
は
な
-
'

｢船
革
証
文
｣
と

な

っ
て
い
る
｡
例
え
ば
'

｢若
狭
塩
屋
甚
右
衛
門
伏
見
作
事
板
船
積
証
文
｣
と
い
う

の
が
'
正
式
な
名
称
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
船
積
証
文
は
'
意
味
は
請
取
状
と
同
じ
で
あ

い

る
｡
よ
っ
て
'
略
号
は
次
の
よ
う
に
す
る
｡

商

小
倉
彦
四
郎

利
右
衛
門

河
野
彦
右
衛
門

彦
十
郎

川
左
衛
門
尉

石
井
彦
五
郎

沢
ノ
根
甚
助

橘
屋
次
郎
左
衛
門

宮
川
十
右
衛
門

l

請
状
㊧

↓

請
状
㊥

↓

請
状
㊥

↓

請
状
⑲

↓

請
状
⑲

l

請
状
⑭

l

請
状
㊨

l

請
状
⑲

↓

請
状
⑭

慶
長
四
年
の
請
取
状

隣
郡
之
衆
の
請
取
状
は
'
九
枚
あ
る
｡
商
人
の
場
合
は
､
｢
講

取
状
｣

｢
船
積
状
｣

｢
船
積
帳
｣
の
､
三
種
類
の
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'

衆之〟.い君隣

戸
沢
家

仁
賀
保
家

赤
字
曽
家

岩
屋
家

六
郷
家

滝
沢
家

本
堂
家

内
越
家

小
野
寺
家

塩
屋
甚
右
衛
門

坂
本
藤
次
郎

白
尾
長
介

↓

請
状
㊧

l

請
状
㊧

l

請
状
㊧

↓

請
状
㊨

↓

請
状
㊧

l

請
状
㊧

↓

請
状
⑲

l

請
状
㊧

↓

請
状
㊧

↓

請
状
⑲

↓

請
状
㊨

↓

請
状
㊥

意
味
は
請
取
状
と
同
じ
で
あ
る
｡

人商

吉
田
成
忠

新
保
ノ
新
介

馬
借
屋
孫
三

中
川
小
三
郎

弥
兵
衛

溝
尻
源
右
衛
門

道
川
孫
左
衛
門

小
野
寺
家

内
越
家

六
郷
家

戸
沢
家

〓

略
号
は
次
の
よ
う
に
す
る
｡

↓

請
状
㊨

↓

請
状
⑲

↓

請
状
㊨

･↓

請
状
⑲

↓

講
状
⑲

l

請
状
⑲

↓

請
状
㊥

↓

請
状
㊥

↓

請
状
⑲

l

講
状
㊥

↓

請
状
㊥
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本
堂
家

滝
沢
家

岩
屋
家

赤
字
曽
家

仁
賀
保
家

↓

請
状
(轡

↓

請
状
57

↓

講
状
@

↓

請
状
㊥

↓

請
状
@

二

伏
見
作
事
板
の
寸
法
と
基
準
板

以
上
の
伏
見
作
車
板
請
取
状
は
'
す
べ
て
杉
板
の
講
取
状
で
あ
り
'
運
賃
請
取
状

(小
野
寺
氏

･
本
萱
氏
の
み
は
'
秋
田
氏
か
ら
運
賃
を
請
取

っ
た
｡
詳
し
-
は
後

述
｡
)
は
'
含
ん
で
い
な
い
｡
ま
た
'
伏
見
作
車
板
積
残
分
証
文
が
'
慶
長
二
年
に
は

三
枚
'
同
三
年
に
は
二
枚
'
残
っ
て
い
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
も
'
伏
見
作
車
板
請
取
状

の
中
に
は
'
加
え
て
い
な
い
｡

㈱
秋
田
御
蔵
入
米
算
用
状

こ
れ
は
'
秋
田
氏
が
'
豊
臣
氏
に
提
出
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
｡
次
の

よ
う
に
'
算
用
状
の
日
付
を
ま
ず
挙
げ
る
｡
そ
し
て
'
矢
印
の
先
は
そ
の
算
用
状
の

ド

略
号
を
指
し
て
い
る
｡

文
禄
四
年
五
月
三
日

l

蔵
状
①

慶
長
二
年
十

一
月
二
十
七
日

↓

蔵
状
②

慶
長
三
年
十
二
月
二
十
九
日

↓

蔵
状
③

慶
長
九
年
五
月
二
十
五
日

↓

蔵
状
④

以
上
の
史
料

(太
閤
朱
印
状

･
御
材
木
入
用
之
帳

･
伏
見
作
車
板
請
取
状

･
秋
田
御

蔵
入
米
算
用
状
)
は
'
朱
状
①
と
朱
状
③
以
外
は
'
す
べ
て
秋
田
家
文
書
で
あ
る
｡
そ

し
て
'
朱
状
①
ほ
仁
賀
保
家
文
書
で
あ
り
'
朱
状
③
は
神
戸

･
小
野
寺
文
書
で
あ

る
｡

仙
蔵
米
支
出
の
内
訳

秋
田
領
内
の
山
で
伐
採
さ
れ
た
杉
板
の
内
､
隣
郡
之
衆
に
渡
し
た
も
の
以
外
は
､

秋
田
氏
が
廻
漕
し
た
｡
し
か
し
'
実
際
に
は
秋
田
氏
は
､
敦
賀

･
能
登

･
越
前

･
越

中

･
加
賀

･
近
江

･
出
羽

･
越
後

･
佐
渡
な
ど
の
商
人
に
'
舟
賃
と
し
て
金
子
を
支

払
い
'
杉
板
を
廻
漕
さ
せ
た
｡
こ
の
金
子
は
､
秋
田
氏
預
り
の
豊
臣
氏
蔵
米
を
地
払

い
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
｡
な
お
'
隣
郡
之
衆
の
内
で
'
小
野

寺
氏

･
本
堂
氏
分
の
杉
板
の
舟
賃
だ
け
は
'
秋
田
氏
預
り
の
豊
臣
氏
蔵
米
に
ょ
っ
て

賄
わ
れ
た
｡
ま
た
'
秋
田
氏
は
'
杉
板

(秋
田
氏
分
と
隣
郡
之
衆
分
す
べ
て
)
を
伐

採
す
る
た
め
に
'
机
取
入
を
多
数
雇

っ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
柚
取
入
の
人
件
費
も
ま

た
'
蔵
米
に
ょ
っ
て
賄
わ
れ
た
｡
そ
の
他
､
よ
き

･
か
す
が
い
用
の
鉄
の
購
入
に
も
'

蔵
米
は
支
出
さ
れ
た
｡
例
え
ば
'
材
帳
④
に
よ
れ
ば
､
舟
賃
と
し
て
蔵
米
を
二

一
≡

三
石
八
斗
五
升
'
柚
取
入
の
人
件
費

(柚
之
飯
米
)
と
し
て
一
二
二
二
石
六
升
'
よ

き
･
か
す
が
い
用
の
鉄
の
購
入
費
と
し
て
五
六
石
を
'
支
出
し
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
'

蔵
米
支
出
の
内
訳
は
'
舟
賃
が
最
も
多
-
'
次
は
柚
取
入
の
人
件
費
で
あ
る
｡
そ
し

て
'
鉄
の
購
入
費
は
'
支
出
全
体
の
一
～
二
%
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
た
｡

㈲
板
の
単
位
量

蔵
米
支
出
の
内
訳
に
つ
い
て
'
棚
で
概
略
を
述
べ
た
｡
こ
こ
で
'
次
の
よ
う
な
問

題
を
提
起
す
る
｡

【問
題
①
】
蔵
米
支
出
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
は
何
か
｡

3
ノ
(l
r

こ
の
問
題
①
を
解
-
に
当

っ
て
'

｢史
料
中
に
板
の
量
が
如
何
な
る
単
位
で
記
述
さ
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れ
て
い
る
か
｣
t
と
い
う
こ
と
を
見
て
お
-
｡
ま
ず
'
朱
状
①

･
材
帳
③

･
請
状
㊧

1E
l

蔵
状
②
の
一
節
を
例
と
し
て
'
次
に
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
｡

<
朱
状
①
>

一

四
間

<
材
帳
③
>

一

拾
弐
間

内
越
官
少
輔

内
越
孫
太
郎

二
渡
し
申
侯
'

<
請
状
㊨
>

公
儀
御
板
之
事

合
百
四
拾
五
間

但
仮
数
五
百
八
拾
枚
也
'

右
請
取
申
所
実
正
也
､

<
蔵
状
②
>

1

九
百
弐
十
九
石

伏
見
劇
作
幸

二
御
用
之
棺

ハ

p
L

r
lh
卜
五
聞
之
.<
弼

こ
れ
ら
を
見
る
と
'
請
状
㊨
ほ
板
の
量
の
単
位
と
し
て
'

｢
間
｣
数
と

｢
枚
｣

数
が
使
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
そ
の
他
は
'

｢
間
｣
数
の
み
で
あ
る
｡
そ
こ
で
'

本
稿
の
第

二
早
で
上
げ
た
史
料
を
'
す
べ
て
調
べ
て
み
る
と
'
次
の
よ
う
に
な

る
｡朱

状

↓

間
数
の
み

材
帳

↓

間
数
の
み

請
状
-↓

{
間
数
の
み
の
場
合

枚
数
の
み
の
場
合

間
数
と
枚
数
の
場
合

こ
の
≡
種
類
あ
る
｡

蔵
状

↓

間
数
の
み

右
の
よ
う
に
'
枚
数
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
'
講
状
の
み
で
あ
る
｡
こ
こ
で
'

｢
問

数
と
枚
数
は
'
そ
れ
ぞ
れ
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
｣
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
｡
こ

の
よ
う
な
疑
問
が
生
ず
る
の
だ
か
ら
'

｢史
料
中
に
板
の
量
が
如
何
な
る
単
位
で
記

述
さ
れ
て
い
る
か
｣
t
と
い
う
こ
と
を
見
た
だ
け
で
は
'
問
題
①
を
解
-
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
｡

本
章
で
は
'
以
下
'
伏
見
作
事
板
に
つ
い
て
'
㈲
間
数
と
枚
数
の
比
､
棚
板
の
寸
法
t

の
順
に
検
討
し
て
い
-
｡
そ
の
過
程
で
'
先
の
疑
問
'
即
ち

｢
間
数
と
枚
数
は
'
そ

れ
ぞ
れ
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
｣
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
｡
そ
し
て
､

㈲
間
数
と
枚
数
の
比
'
棚
板
の
寸
法
t
の
後
に
'
㈲
基
準
板
t
に
お
い
て
'
問
題
①

の
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
い
｡

㈲間
数
と
枚
数
の
比

請
状
①

～
㊥
の
間
数
と
枚
数
の
比
を
ま
と
め
る
と
'
表
①
の
よ
う
に
な
る
｡
こ
れ

に
ょ
わ
は
'
ほ
と
ん
ど
が
'

一
対
四
で
あ
る
｡
そ
こ
で
'
表
①
の
中
で
､

一
対
四
に

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
'
以
下
述
べ
て
い
-
｡

文
禄
四
年

請
状
①
に
は
'

｢
以
上

三
百
八
拾
枚
也
｣
と
あ
る
｡
請
状
②
に
は
'

｢
以
上
参
百
六
拾
枚
也
｣
と
あ
る
｡
請
状
③
に
は
'

｢
拾
枚
｣
と
あ
る
｡
こ
の
三
つ

を
合
わ
せ
て
'
合
計
七
五
〇
枚
と
計
算
で
き
る

(
七
五
〇
枚
と
い
う
記
述
は
'
史
料

中
に
は
な
い
)
｡
そ
し
て
'
請
状
③
の
詳
記
に
は
'

｢
文
禄
四
年
之
御
橋
板
'
高
橋

二
郎
兵
衛
よ
り
の
請
取
老
七
百
五
十
間
也
'
｣
と
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
七
五
〇
間

と
七
五
〇
枚
で
あ
る
か
ら
'
間
数
と
枚
数
の
比
は
'

一
対

l
t
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
､
先
の
請
状
頑
の
註
記
に
は
'

｢
此
内

二
弐
間
続
之
板
七
十
間
御
座
候
'

是
を
二
つ
切

二
仕
候
而
合
八
百
二
間
也
'
｣
と
い
う
続
き
が
あ
る
｡
こ
の
七
〇
問
は
'

先
に
間
数
と
枚
数
の
比
が

一
対

一
で
あ

っ
た
か
ら
､
枚
数
に
す
れ
ば
'
七

〇
枚
と
な

る
｡
そ
し
て
'
こ
の

｢
弐
間
続
之
板
七
十
間
｣
を
'
二
つ
に
切
る
の
で
あ
る
か
ら
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衣(1) 伏見作:･拝板請収状のF71]数と枚数の比

午 氏 請 状 関 数 枚 数 元 姦~元 哀｢ 午

文四 緑午 (l_) Flti] 380枚360 磨良

(_早?(中 l 10

磨元 長午 辛(5) 16とう.5 666 1:3.95

45
(Q) 6.5 26 1:4

磨I ,i年 赤 i) 3 3 了 ~了 2 1 : ~㌃ 午

内 (串,) 1 2 48 1:4

面~~ (ら) 21 84 1:守

ll一イ_I- (!0) 6 24 1:__タ.
仁 叫 3∩ 130 1:4.33

辛 ヤ(1.7t) 66 580 -塞

ン＼ (!4) 33 1:3と1:4

rj Lr951 35問 と 125問 105枚 と 5()0枚 磨良川咋

顔 (16) 42.5 170 1:4
旦 V..商 (17) 55 220 1:4(18) 右o 160 1:4

商 (19) 61.5 246 1:4

顔 @oj 50 2()0 1:4

顔 (2l) 21 84 ' 1:4

冊 (3_2) 5() 2()O 1:1

商 顔 30 1~~20 1:1

磨良咋 戸 ¢小 150 600 i:4,~~~【~

仁,赤 申 30 120 ~1~:4

PG) 3こう 1322/1 1:4一1∫イlt(27) 6 1:4

ノ＼ (28) 33 132 1:4

港 (29) 21 84 1:4

午 氏 請 状 関 数 枚 数 rH】数 :枚数

磨良午__I_̂J(3i)~｢72 問 45枚 1:3.75

小¢2)145 580 1:4商 (33) 63 252 1:4

商 画) 22.5 9() 1 4

商 ($5) 22.5 __生り 1:4
商 (36) 45 180 1:4

商 (3-i) 22.5 9() 1:4_

商 (38) 45 loo i_:4

商 i (39) 15 60 .一山____1:.4

商 (40) 45._E,__66 18Q264 1:3.96商- 1:4商(1-2)12.5 5〔) 1:4_岨_年率 22.L 90 1:4
商 頃) 4() 160 1:4

磨良川咋 _塵 C4jTJ _β() 120 1:1

顔r LiG) 42.5 170 1:4商 (狗 42.5 17() 1:4商 (48) 62.5 250 1 4

商 (4~gl 20 HO 1:4

而 (5-0) 50 2()0-ー 1:1

冊 刺 5日 2日() 1:1

小 (52) ｣_45 5HO 1:1

内毎3) i.233 4H 1:1ノヽ Q54)

J1- i; i~~16日 (i~10 1:4

本 S@ 66 2(iA 11 1哩 (きゃ 21 H1 4
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(
二
間
板
を

一
間
板
に
す
る
こ
と
)
'
枚
数
は

一
四
〇
枚
と
な
る
｡
し
た
が

っ
て
､

枚
数
の
合
計
は
､
七
五

〇
枚
-
七

〇
枚
十

一
四

〇
枚

=
八
二

〇
枚
t
と
計
算
で
き
る

(
八
二

〇
枚
と
い
う
記
述
は
'
史
料
中
に
は
な
い
)
｡
故
に
､
八
二

〇
問

(先
の
請

状
③
の
註
記
の
続
き
の
部
分
に
､
八
二

〇
間
と
い
う
記
述
が
あ
る
)
と
八
二

〇
枚
で

あ
る
か
ら
'
間
数
と
枚
数
の
比
は
'

一
対

一
で
あ
る
｡

ま
た
'
文
禄
四
年
に
お
い
て
は
'
請
状
の
総
間
数
は
'
板
を
縦
に
並
べ
た
と
き
の
'

長
さ
の
総
間
数
の
こ
と
で
あ
る
｡

慶
長
元
年

請
状
④
に
は
'

｢合
六
百
六
拾
六
枚
者
､
但
六
十
八
問
≡
尺
弐
寸
五

分
之
由
､
｣
と
あ
る
｡
こ
の
1
六
八
間
三
尺
弐
寸
五
分
は
'

1
六
八

･
五
間
で
あ
る

(詳
細
は
後
述
)
｡
故
に
'

一
対
三

･
九
五
で
あ
る
｡

慶
長
二
年

請
状
⑪
に
は
'

｢御
坂
三
拾
間
'
此
板
数
百
三
拾
枚
'
｣
と
あ
る
｡

故
に
'

一
対
四

･
三
三
で
あ
る
｡
ま
た
'
講
状
⑯
に
は
'

｢
三
枚
は
り
之
板
参
拾
五

間
数
百
五
枚
へ
四
枚
は
り
之

板
百
弐
拾
五
間
数
五
百
枚
'
都
合
六
百
五
枚
'
｣
と
あ

る
｡
よ
っ
て
'
三
枚
は
り
の
場
合
'

一
対
三
で
あ
り
'
四
枚
は
り
の
場
合
'

一
対
四

で
あ
る
｡

慶
長
三
年

請
状
㊧
に
は
'｢合
拾
弐
問
但
八
尺
板
也
､
右
之
板
数
四
拾
五
ま
い
'
｣

と
あ
る
｡
故
に
'

一
対
三

･
七
五
で
あ
る
｡
ま
た
'
請
状
@
に
は
'

｢
合
四
拾
五
問

半
老
但
此
板
数
百
八
拾
ナ
-
｣
と
あ
る
｡
故
に
'

一
対
三

･
九
六
で
あ
る
｡

棚
板
の
寸
法

朱
状
耳
に
は
'

｢長
さ
三
間
弐
尺
あ
っ
さ
四
寸
杉
板
｣
と
あ
る
｡
来
状
175/T
に
は
'

｢
長
さ
弐
問
､
あ
っ
さ
五
寸

は
ゝ

木
あ
り
た
け
｣

･

｢
長
さ
七
尺

あ
っ
さ
五
寸

は
1
木
あ
り
た
け
｣
と
あ
る
｡
朱
状
耳
に
は
'

｢
杉
大
わ
り
板
長
さ
弐
問
は
ゝ

木

石
次
第
あ
っ
さ
五
寸
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
'
伏
見
作
事
板
の

｢規
格
｣
と
い
え
る
｡

し
か
し
'
請
状
①
～
㊥
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
-
と
､
必
ず
し
も
規
格
通
り
に
は
な

っ

て
い
な
い
｡
そ
れ
に
'
右
の
巣
状
①

･
④

･
④
は
､
伏
見
作
車
板
の
廻
漕
を
命
ず
る

朱
印
状
の
す
べ
て
で
は
な
い
｡
ま
た
'
朱
印
状
の
中
の
規
格
に
は
､
幅
に
つ
い
て
は

正
確
な
記
述
は
な
い
｡
し
か
し
'
請
状
①

～
㊥
か
ら
'
板

一
枚
の
幅
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
実
際
の
伏
見
作
事
板

一
枚
の
長
さ

･
幅

･
厚
さ
に
つ
い
て

解
明
す
る
の
に
'
朱
状
①

･
④

･
④
の
中
の
規
格
だ
け
で
は
不
充
分
な
の
で
あ
る
｡

そ
こ
で
､
請
状
①
～
㊥
を
中
心
に
'
板

一
枚
の
長
さ

･
幅

･
厚
さ
を
'
年
を
追

っ
て

検
討
し
て
い
-
こ
と
に
す
る
｡
な
お
'
本
稿
で
は
'

｢
板
の
寸
法
｣
と
い
え
ば
､
単

に
板

一
枚
の

｢
長
さ
｣
の
こ
と
で
は
な
-
､

｢
長
さ
+
幅
+
厚
さ
｣
を
意
味
す
る
も

の
と
す
る

(な
お
'
板
の
寸
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
は
'
表
③
に
ま
と
め
て
あ

る
｡
ま
た
'
秋
田
氏
及
び
隣
郡
之
衆
の
年
間
の
伐
採
間
数

･
廻
漕
間
数
に
つ
い
て
は
'

本
稿
第
四
章
の
表
㊥
に
'
ま
と
め
て
あ
る
｡
表
④
と
表
㊥
を
参
照
の
こ
と
｡
)
｡

文
禄
四
年

板

一
枚
の
長
さ
に
つ
い
て
'
請
状

抄に
は
､
六
尺
六
寸

･
六
尺
八
寸

･

七
尺

･
七
尺
二
寸
と
あ
り
'
請
状
④
に
は
'
六
尺
八
寸
と
あ
る
｡
そ
し
て
へ
請
状
③

の
註
記
は
'
こ
れ
ら
を
す
べ
て

一
間
と
し
て
い
る
｡
ま
た
'
そ
の
他
に
'
請
状
①
に

は
'
板

一
枚
の
長
さ
に
つ
い
て
'
二
間
二
尺
五
寸

･
二
間
二
尺
三
寸
と
あ
り
'
請
状

④
に
は
'
二
間

一
尺

･
二
間
と
あ
る
｡
そ
し
て
'
請
状
④
の
註
記
は
'
こ
れ
ら
を
す

べ
て
'
二
間
と
し
て
い
る
｡
し
た
が

っ
て
､
文
禄
四
年
の
板

一
枚
の
長
さ
は
'

一
間

の
場
合
と
'
二
間
の
場
合
の
二
通
り
あ
る
｡

次
は
'
板

一
枚
の
幅
で
あ
る
が
'
請
状
①

･
②

･
④
に
ょ
れ
ば
'

一
尺
六
寸

･
一

尺
七
寸

･
1
尺
八
寸

･
l
尺
九
寸
の
四
通
り
あ
る
｡
ま
た
'
板

1
枚
の
厚
さ
は
'
請

状
①

･
④

･
③
に
ょ
れ
ば
'
四
寸

･
四
寸
五
分

･
五
寸

･
六
寸
の
四
通
り
あ
る
｡

な
お
､
古
論
文

(七

一
九
貢
)
は
'
文
禄
四
年
の
板
の
寸
法
を
'

｢
長
さ
七
尺
厚
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さ
五
寸
幅

一
尺
八
寸
｣
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
材
帳
①
の
'

｢
仙
之
飯
米
｣
の
と

こ
ろ
に
'

｢右
之
板
長
さ
七
尺
厚
さ
五
寸
は
ゝ
董
尺
八
寸
へ
｣
と
あ
る
の
を
根
拠
に

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
'
請
状
①

･
②

･
③
の
記
述
の
万
が
'
材
帳
㊨

の
一
行
の
記
述
よ
り
も
'
情
報
量
は
格
段
に
多
-
'
詳
細
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'

文
禄
四
年
の
板

一
枚
の
長
さ
に
つ
い
て
は
'
前
者
の
万
が
'
後
者
よ
り
も
'
正
確
な

も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
｡
故
に
'
先
の
古
論
文
の
解
釈
は
'
再
考
を
要
す
｡

以
上
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡
文
禄
四
年
の
板

一
枚
の

寸
法
は
'
長
さ
は
'

一
間
あ
る
い
は
二
間
'
幅
は

1
尺
六
寸
～

l
尺
九
寸
'
厚
さ
は

四
寸
～
六
寸
で
あ
る
｡
ま
た
'
文
禄
四
年
の
場
合
'
板
の
総
間
数

(間
数
の
合
計
'

す
な
わ
ち
七
五
〇
間
あ
る
い
は
八
二
〇
問
)
は
'
板
を
縦
に
並
べ
た
と
き
の
'
長
さ

の
合
計
で
あ
る

(
二
間
板
を
'
板

一
間
と
見
な
せ
ば
'
板
の
総
間
数
は
'
七
五

〇
間

と
な
り
'
二
間
板
を

1
間
板
二
枚
に
す
れ
ば
'
板
の
総
間
数
は
'
八
二
〇
間
と
な
る
)

｡
そ
し
て
へ
文
禄
四
年
の
板
の
枚
数

(請
状
①
に
は
三
八

〇
枚
へ
請
状
②
に
は
三
六

〇
枚
'
請
状
④
に
は
一
〇
枚
)
は
'
二
間
板

･
ll
間
板
を
'
共
に
板

1
枚
と
し
て
計

算
さ
れ
て
い
る

(請
状
①
～
③
の
作
者
に
よ
る
計
算
)
0

慶
長
元
年

先
に
見
た
よ
う
に
へ
朱
状
②
に
は
'

｢長
さ
三
間
二
尺
あ
っ
さ
四
寸
｣

と
い
う
板
の
規
格
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
材
帳
②
に
は
'
板

一
枚
の
寸
法
に
つ

い
て
'

｢
三
間
弐
尺
厚
さ
四
寸
は
ゝ
有
次
第
｣
と
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
材
帳
②
に

記
述
さ
れ
て
い
る
板

一
枚
の
寸
法
は
'
規
格
通
り
で
あ
る
｡

次
に
'
請
状
④
～
⑥
に
お
け
る
'
板

一
枚
の
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
を
'
左
に
列
挙

す
る
｡
請
状
④
に
は
'

｢長
さ
三
間
弐
尺
厚
四
寸
也
'
但
六
尺
五
寸
間
｣
と
あ
る
0

請
状
⑨
に
は
へ
板
の
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
｡
請
状
⑥
に
は
'

｢
長
さ
三
間

坂
也
'
厚
三
寸
'
六
問
半
也
｣
と
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
請
状
④
の
板
は
'
規
格
通
り
で
あ
る
｡
し
か
し
'
請
状
⑥
の
板
の

場
合
'
板

一
枚
の
長
さ
は
三
間
で
あ
り
'
規
格
よ
り
二
尺
短
か
い
｡
更
に
厚
さ
は
'

三
寸
で
あ
る
か
ら
'
規
格
よ
り

一
寸
だ
け
薄
い
｡
ま
た
へ
請
状
⑨
の
板
の
寸
法

(長

さ

･
厚
さ
)
は
'
請
状
④
の
板
あ
る
い
は
請
状
⑥
の
板
の
寸
法
へ
と
同
じ
と
考
え
ら

れ
る
｡
そ
れ
で
は
'
請
状
⑥
の
板
は
'
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
れ
は
へ
次
の
よ
う

に
推
定
で
き
よ
う
｡
請
状
④
の
板
は
'
六
六
六
枚
で
あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
'
請
状

⑥
の
板
は
'
二
六
枚
に
過
ぎ
な
い
｡
す
な
わ
ち
'
請
状
④
と
請
状
⑥
の
板
の
枚
数
比

は
'

一
対
二
五

･
六
で
あ
り
'
請
状
耳
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
｡
し
た
が

っ
て
へ
請

状
⑨
の
板
の
寸
法
は
'
請
状
④
の
板
と
同
じ
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
｡
故
に
'
請

状
⑨
の
板

一
枚
は
'
長
さ
は
三
間
二
尺
'
厚
さ
は
四
寸
と
推
定
で
き
る

(推
定
④
)
0

ま
た
'
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
は
'
史
料
に
は
'
直
接
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
｡

し
か
し
'
慶
長
四
年
の
板
の
寸
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
'
推
定
を
行
な
う
｡
な
お
'

請
状
④
の

｢
六
尺
五
寸
間
｣
と
は
'

｢
六
尺
五
寸
で

一
問
｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
｡

以
上
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡
慶
長
元
年
の
板

一
枚
の

寸
法

(秋
田
氏
廻
漕
分
)
は
'
長
さ
は
三
間
二
尺
あ
る
い
は
三
間
'
厚
さ
は
四
寸
あ

る
い
は
三
寸
t
で
あ
る
｡
な
お
'
隣
郡
之
衆
の
廻
漕
し
た
板
の
寸
法
は
'

｢
長
さ
三

間
二
尺
'
厚
さ
五
寸
｣
と
い
う
'
規
格
の
通
り
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

慶
長
二
年

矢
状
②
に
よ
れ
ば
'
秋
田
氏

･
津
軽
氏

･
小
野
寺
氏

･
戸
沢
氏
に
割

付
け
ら
れ
た
板
の
規
格
は
'

｢長
さ
弐
間

あ
っ
さ
五
寸

は
1

木
あ
り
た
け
｣
で

あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
'
仁
賀
保
氏

･
赤
字
曽
氏

･
滝
沢
氏

･
内
越
氏

･
岩
屋
氏

･

六
郷
氏

･
本
堂
氏
に
割
付
け
ら
れ
た
板
の
規
格
は
'

｢
長
さ
七
尺

あ
っ
さ
五
寸

は
ゝ

木
あ
り
た
け
｣
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
朱
状
②
は
'
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
'

正
確
に
は
規
定
し
て
い
な
い
｡
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ま
た
'
請
状
⑦
～
㊧
の
'
板

一
枚
の
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
を
列
挙
す
れ
ば
'
吹

の
よ
う
に
な
る
｡
請
状
⑦
～
⑨

･
⑪
に
は
'

｢
長
さ
七
尺
厚
五
寸
也
｣
と
あ
る
｡
請

状
⑲

･
⑭
～
⑭
に
は
'
板

一
枚
の
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
｡
請
状
⑯
に
は
'

｢
但
御
坂
尺
弐
間

厚
さ
五
寸
也
｣
と
あ
る
｡
請
状
⑯
～
㊧
に
は
'

｢
長
さ
二
間
板

也
｣
と
あ
る

(厚
さ
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
)
｡

次
に
､
朱
状
②
と
請
状
⑦
～
㊧
と
を
比
較
す
る
｡
請
状
⑦
～
⑨

･
⑪

･
⑯
の
板

一

枚
の
長
さ

･
厚
さ
､
及
び
請
状
⑯
～
㊧
の
､
板

一
枚
の
長
さ
は
､
朱
状
②
の
板
の
規

格
と

一
致
す
る
｡
し
た
が

っ
て
､
請
状
⑲

･
⑭

･
⑱

･
⑭
の
板
の
長
さ

･
厚
さ
と
､

請
状
⑭
～
㊧
の
厚
さ
は
､
規
格
通
り
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
｡
故
に
､
請
状
⑲

･

⑭

･
@

･
⑭
の
板
は
､
長
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
七
尺

･
二
間

･
七
尺

･
七
尺
､
厚
さ
は
い

ず
れ
も
五
寸
､
そ
し
て
､
請
状
⑭
～
㊧
の
板
の
厚
さ
も
五
寸
､
と
推
定
で
き
る

(推
定

②
)
｡
な
お
､
津
軽
氏
分
の
板

一
枚
の
長
さ

･
厚
さ
は
､
規
格
通
り
と
考
え
ら
れ
る
｡

と
こ
ろ
が
'
渡
論
文

(
二
二

･
二
三
頁
)

･
古
論
文

(
七

一
九
頁
)
.･
徹
論
文
①

(
一
三
頁
)

･
塩
論
文
①

(三
二
頁
)

･
塩
論
文
②

(
五

〇
頁
)
は
'
慶
長
二
年
の

板

一
枚
の
長
さ
を
'
す
べ
て
二
間
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
説
は
'
材
帳
④
の
記
述

を
根
拠
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
確
か
に
､
材
帳
③
の

｢
柚
之
飯
米
｣
の
と
こ

ろ
に
は
'

｢右
之
板
長
さ
弐
間
厚
さ
五
寸
は
1

有
次
第
｣
と
あ
る
｡
こ
の
記
述
に
よ

れ
ば
'
慶
長
二
年
の
板
は
'
す
べ
て
二
間
板
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
朱
状

②
の
板
の
規
格
に
つ
い
て
の
記
述
と
'
請
状
②
～
㊧
の
板
の
寸
法
に
つ
い
て
の
記
逮

の
万
が
､
材
帳
③
の
一
行
の
記
述
よ
り
'
情
報
量
は
格
段
に
多
-
､
内
訳
も
詳
細
に

示
さ
れ
て
い
る
｡
し
た
が

っ
て
'
前
者
の
記
述
の
方
が
'
後
者
の
記
述
よ
り
'
正
確

な
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
｡
故
に
'
先
の
渡
論
文
等
の
説
は
､
再
考
を
要
す
0

ま
た
'
慶
長
二
年
の
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
は
'
慶
長
四
年
の
板
の
寸
法
に
つ
い

て
述
べ
た
後
'
検
討
す
る
｡
な
お
'
文
禄
四
年
に
は
'
七
尺
は

一
問
で
あ

っ
た
｡
そ

の
た
め
'
慶
長
二
年
の
七
尺
板
も
'

一
間
板
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
｡

慶
長
二
年
の
板
の
寸
法
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
､
次

の
よ
う
に
な
る
｡
秋
田

氏

･
津
軽
氏

･
小
野
寺
氏

･
戸
沢
氏
分
の
板
は
､
長
さ
は
二
間
､
厚
さ
は
五
寸

で
あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
､
仁
賀
保
氏

･
赤
字
曽
氏

･
滝
沢
氏

･
内
越
氏

･
岩

屋
氏

･
六
郷
氏

･
本
堂
氏
分
の
板
は
､
長
さ
は
七
尺

(
一
問
)
､
厚
さ
は
五
寸

で
あ
る
｡

慶
長
三
年

史
料
中
の
'
板
の
寸
法
に
関
す
る
記
述
を
列
挙
す
る
と
'
次
の
よ
う

に
な
る
｡
請
状
㊧
に
は
記
述
は
な
い
｡
請
状
㊧

･
㊧
に
は
'

｢
長
さ
八
尺

･
あ
っ
さ

五
寸
｣
と
あ
る
｡
請
状
㊧
～
㊧
に
は
'

｢但
八
尺
板
也
｣
と
あ
る
｡
請
状
㊨
に
は
記

述
は
な
い
｡
請
状
⑲
～
⑲
に
は
'
表
現
に
多
小
の
相
異
は
あ
る
が
'
す
べ
て

｢
な
か

さ
七
尺
問
に
て
弐
間
板
也
､
は
ゝ

四
ま
い
は
り
に
て
七
尺
問
也
'
あ
っ
さ
五
寸
｣
t

と
い
う
意
味
の
記
述
が
あ
る
｡
請
状
⑪
に
は
'

｢
1
㌧
長
さ
八
尺
な
り

1
､
あ
っ

さ
五
寸
な
り

一
､
は
ゞ
四
枚
は
り
に
て
七
尺
問
也
｣
と
あ
る
｡
請
状
@

･
㊧
に
は
'

｢
厚
さ
五
寸

長
さ
弐
問
也
｣
と
あ
る
｡
請
状
⑯
に
は
､

｢
長
さ
七
尺
問
に
て
弐
間

板
也
t
は
1

四
枚
は
り
也
｣
と
あ
る
｡

ま
ず
'
慶
長
三
年
の
板
の
寸
法
の
内
'
長
さ
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
始
め
る
｡
先

に
列
挙
し
た
請
状
に
お
い
て
'
八
尺
板
の
も
の
は
､
す
べ
て
隣
郡
之
衆
分
で
あ
る
｡

そ
れ
ら
は
'
請
状
㊧
-
仁
賀
保
'
請
状
㊧
-
赤
字
曽
'
請
状
㊥
-
岩
屋
､

請
状
㊥
-

六
郷
､
請
状
⑳
-
滝
沢
､
請
状
⑳
-
本
堂
､
請
状
㊧
-
内
越
t
と
い
う
対
応
関
係

が
あ
る
｡
加
え
て
､
慶
長
三
年
に
八
尺
板
を
廻
漕
し
た
隣
郡
之
衆
は
､
慶
長
二
年

に

一
問
板

(
七
尺
板
)
を
廻
漕
し
た
隣
郡
之
衆
と
合
致
す
る
｡
な
お
'
請
状
⑪

も
､
八
尺
板
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
｡
請
状
⑪
が
商
人
石
井
彦
五
郎
の
杉
坂
詰
取
状
で
あ
る
t
と
い
う
こ
と
は
､
先

に
'
本
稿
の
第

一
章
伏
見
作
車
板
関
係
史
料
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
｡
そ
し
て
､
請
状
⑪

(請
状
⑪
の
正
式
な
文
書
名
は
､

『越
後
新
潟
ノ
石
井
彦
五
郎
伏
見
作
事
板
船
積
証

文
』
で
あ
る
)
に
は
､

｢本
堂
殿
之
御
坂
秋
田
御
奉
行
衆
よ
り
請
取
申
事

合
六
拾

六
間
者
､
但
此
板
数
弐
百
六
拾
四
枚
也
､
｣
と
あ
る
｡
こ
の
請
状
⑪
の
記
述
と
､
請

状
⑲
と
に
よ
っ
て
､
次
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
｡
ま
ず
､
本
堂
氏
は
､
七
月
十
五
日

(請
状
⑲
の
目
付
)
に
､
杉
板
を
秋
田
氏
か
ら
請
取

っ
た
｡
し
か
し
､
こ
れ
は
名
目

的
な
講
取
に
過
ぎ
ず
､
実
際
に
は
秋
田
氏
が
､
本
望
氏
分
の
杉
板
を
山
か
ら
舟
着
場

ま
で
搬
出
し
た
｡
そ
し
て
'
秋
田
氏
の
奉
行
衆
が
､
八
月
十
三
日

(請
状
⑪
の
目
付
)

に
'
本
堂
氏
分
の
杉
板
を
'
本
堂
氏
に
雇
わ
れ
た
商
人
石
井
彦
五
郎
に
'
渡
し
た
の
で

あ
っ
た
｡
こ
の
よ
う
に
'
請
状
⑲
と
請
状
⑪
は
'
同

一
の
板
に
つ
い
て
の
請
状
な
の
で
あ

る
｡
と
こ
ろ
が
､
啓
論
文

(
二

一二
貢
)
で
は
､
秋
田
氏
の
回
船
業
者
の
中
に
､
石

井
彦
五
郎
を
加
え
て
い
る
｡
先
の
説
明
に
よ
り
､
こ
の
啓
論
文
の
解
釈
は
成
立
し
な

○ヽ
し

こ
れ
ま
で
､
板
の
寸
法
の
内
'
長
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
｡
し
か
し
､
そ
れ
は
､

｢八
尺
｣
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
｡
今
度
は
､

｢
二
間
｣
と
い
う
記
述
の
あ
る
も
の

を
見
て
い
く
｡
先
に
列
挙
し
た
請
状
の
内
､
二
間
板
と
い
う
記
述
の
あ
る
の
は
､
す

べ
て
秋
田
氏
に
雇
わ
れ
た
商
人
の
請
状
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
こ
れ
ら
の
請
状
の
内
容

(請
取

っ
た
商
人
名
､
請
取

っ
た
杉
板
の
間
数
)
は
､
材
帳
④
と
合
致
す
る
｡
し
た

が

っ
て
'
秋
田
氏
は
慶
長
三
年
に
二
間
板
を
廻
漕
し
た
と
い
え
る
｡
ま
た
､
先
に
列

挙
し
た
請
状
の
内
､
板
の
寸
法
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
は
､
請
状
㊧
と

請
状
㊥
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
｡
し
か
し
､
慶
長
三
年
七
月
三
十
目
付
の
､

｢
伏
見
作

L16
一

事
板
隣
郡
之
衆
引
渡
分
覚
書
｣

(以
下

『覚
書
①
』
と
略
称
)
に
ょ
れ
ば
､
小
野
寺

氏
は
､
二
間
板
を
廻
漕
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
｡
す
る
と
'
戸
沢
氏
分
の
板
が

問
題
と
な
る

(津
軽
氏
に
つ
い
て
は
､
後
述
)
｡
こ
こ
で
'
慶
長
二
年
と
比
較
す

れ
ば
'
慶
長
二
年
に
一
間
板
を
廻
漕
し
た
大
小
名

(隣
郡
之
衆
)
は
､
慶
長
三
年

に
は
､
八
尺
板
を
廻
漕
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
｡
そ
し
て
'
慶
長
二
年
に
'
二
間

板
を
廻
漕
し
た
の
ほ
'
秋
田
氏

･
小
野
寺
氏

･
戸
沢
氏

･
津
軽
氏
の
四
氏
で
あ
る
｡

こ
の
四
民
の
内
へ
秋
田
氏

･
小
野
寺
氏
が
､
慶
長
三
年
に
二
間
板
を
廻
漕
し
た
こ

と
は
､
確
か
で
あ
る
か
ら
､
戸
沢
氏
も
'
慶
長
三
年
に
二
間
板
を
廻
漕
し
た
可
能

性
は
高
い
｡
よ
っ
て
'
慶
長
三
年
に
､
戸
沢
氏
は
二
間
板
を
廻
漕
し
た
､
と
推
定

で
き
る

(推
定
④
)
｡

ま
た
､
津
軽
氏
に
関
し
て
､
材
帳
④
に
は
､
｢

一

百
四
十
五
間

津
か
る
手
前

へ
可
相
渡
御
朱
印
御
座
候
処
､
度
々
申
届
候

へ
共
､
干
今
不
語
取
､
秋
田
山
中

二
荏

之
､
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
は
､

｢秋
田
氏
は
津
軽
氏
に
杉
板

一
四
五
間
を
受
渡
す
こ
と

を
､
朱
印
状
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
が
､
津
軽
氏
は
杉
板
を
請
取
に
来
な
い
｡
そ
の

た
め
､
津
軽
氏
分
の
杉
板
は
､
秋
田
山
中
に
置
い
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
｡
｣
と
い

う
意
味
で
あ
る
｡
な
お
､
津
軽
氏
分
の
杉
板
も
､
戸
沢
氏
と
同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
､

二
間
板
と
推
定
で
き
る

(推
定
④
)
｡
そ
れ
か
ら
､
先
の
材
帳
④
の
一
節
の
中
の
､

｢御
朱
印
｣
は
､
ど
の
朱
印
状
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
れ
は
'
次
の
よ
う
に
問
題

②
と
す
る
｡

【
問
題
④
】
材
帳
④
の
､

｢御
朱
印
｣
と
は
､
ど
の
朱
印
状
の
こ
と
な
の
か
｡

こ
の
問
題
②
に
関
し
て
は
､
慶
長
三
年
の
板

一
枚
の
厚
さ
に
つ
い
て
述
べ
た
後
に
､

検
討
す
る
｡

こ
れ
ま
で
､
慶
長
三
年
の
板
の
規
格
の
内
､
板

一
枚
の
長
さ
に
つ
い
て
の
み
､
逮

べ
て
き
た
｡
今
度
は
､
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
述
べ
る
｡
先
に
列
挙
し
た
よ
う
に
､
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請
状
㊨
～
⑲
に
は
'

｢
な
か
さ
七
尺
問
に
て
弐
間
板
也
t
は
1

四
ま
い
は
り
に
て
七

尺
問
也

(略
)
｣
と
あ
る
｡
請
状
㊧
に
は
'

｢
は
ゞ
四
枚
は
り
に
て
七
尺
問
也
｣
と

あ
る
｡
請
状
⑲
に
は
､

｢長
さ
七
尺
問
に
て
弐
間
板
也
t
は
1

四
枚
は
り
也
｣
と
あ

る
｡
こ
れ
ら
の
中
の

｢
七
尺
間
｣
と
は
'
七
尺
で

一
問
t
と
い
う
意
味
で
あ
る
｡
す

る
と
'
次
の
日
を
導
-
こ
と
が
で
き
る
｡

日
詰
状
⑲
～
㊧

･
㊨
の
板
は
'
幅
は
四
枚
で
七
尺

(
一
問
)
で
あ
る
｡
そ
し
て
'

板

一
枚
の
幅
に
換
算
す
れ
ば
'

一
尺
七
寸
五
分

(
-
/
4
間
)
と
な
る
｡

ま
た
'
先
の
､
本
章
の
仙
間
数
と
枚
数
の
比
の
と
こ
ろ
で
'
次
の
口
が
確
認
さ
れ
て

い
る
｡口話

状
⑲
～
㊥

･
㊧

･
⑲

(講
状
⑲
は
含
ま
な
い
)
の
場
合
'
板
の
間
数
と
枚
数

の
比
が
'

一
対
四
で
あ
る
｡

こ
の
;
と
口
は
'
別
々
の
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
た
が

っ
て
､
;
と
口

よ
り
'
次
の
日

･
圃

･
風
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
｡

一｢
ノ

8

｢
四
枚
は
り
で

1
間
｣
と
い
う
こ
と
と
'

｢
間
数
と
枚
数
の
比
が
'

1
対
四
｣

と
い
う
こ
と
と
は
'
同

一
で
あ
る
｡

圃

｢
四
枚
は
り
で

1
問
｣
'
あ
る
い
は

｢
間
数
と
枚
数
の
比
が
'

1
対
四
｣
と
い

う
こ
と
が
'
請
状
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
場
合
'
こ
の
講
状
の
板

一
枚
の
幅
は
'

-

/
4
問
で
あ
る
｡

風

｢
四
枚
は
り
で

l
間
｣
'
あ
る
い
は

｢
間
数
と
枚
数
の
比
が
t

l
対
四
｣
と
い

う
こ
と
が
'
請
状
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
場
合
'
そ
の
請
状
の

｢板
の
総
間
数
｣

は
'

｢板
の
横
幅
の
総
間
数
｣
を
意
味
し
て
い
る
｡

右
の
8

･
囲

･
風
に
よ
っ
て
'
本
章
で
は
'
慶
長
三
年
の
請
状
㊧
～
㊨

･
㊨

･
㊧
の

板

l
枚
の
幅
'
及
び
慶
長
四
年

･
同
二
年

･
同
元
年
の
板

1
枚
の
幅
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
先
の
日
と

口を
比
較
す
る
と
'
請
状
⑲
は
t
H
に
は
含

ま
れ
て
い
る
が
t
n
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
る
｡
と
い
う
の
は
'
請
状
⑲

は
'
間
数
と
枚
数
の
比
が
'

一
対
三

･
九
六
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
請

状
⑲
ほ
'
例
外
的
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
こ
と

が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
'
先
の
日

･
囲

･
風
は
'
確
実
な
も
の
と
は
い
え
な
い
｡
そ

こ
で
'
以
下
'
講
状
⑲
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
-
｡
ま
ず
'
請
状
⑲
は
'
第

一
章
で
見

た
よ
う
に
'
川
左
衛
門
尉
の
請
状
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
'
材
帳
④
に
よ
れ
ば
'
秋
田

氏
は
'
商
人
川
左
衛
門
尉
に
'
板
四
五
問
を
渡
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
｡
そ
れ
で

は
'
請
状
⑲
の
四
五
問
半
と
､
材
帳
④
の
四
五
問
と
で
は
'
い
ず
れ
が
正
し
い
の
で

あ
ろ
う
か
｡
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
'
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
｡
表
①
の
請

状
㊧

･
⑲

･
⑲
の
記
述
と
'
請
状
㊧

･
㊥

･
⑲
に
対
応
す
る
材
帳
④
の
記
述
を

ま
と
め
る
と
'
次
の
表
④
の
よ
う
に
な
る
｡
こ
の
表
④
の
よ
う
に
'
請
状
㊨
に
よ

れ
ば
'
商
人
小
倉
彦
四
郎
は
'
秋
田
氏
か
ら
'
板
四
五
間

(
一
八

〇
枚
)
を
請
取

っ

た
｡
ま
た
'
材
帳
④
に
よ
れ
ば
'
秋
田
氏
は
'
板
四
五
問

(
一
八

〇
枚
)
と
'
そ
の

板
を
廻
漕
す
る
た
め
の
'
舟
賃
と
し
て
の
金
子

1
枚

(秋
田
氏
が
'
蔵
米

1
八

〇
石

を
地
払
い
し
て
獲
得
し
た
金
子
)
を
'
商
人
小
倉
彦
四
郎
に
渡
し
た
｡
そ
し
て
'
請

状
㊥
の
場
合
も
'
請
状
⑯
と
全
-
同
様
で
あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
'
請
状
⑲
は
'
四

五
問
半
と
あ
り
'
材
帳
④
の
四
五
間
と
矛
盾
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
板
の
枚
数
は
'

講
状
⑲
に
は

一
八
〇
枚
と
あ
り
'
材
帳
④
の
一
八

〇
枚
と

一
致
し
て
い
る
｡
こ
の
よ

う
に
'
表
④
に
お
い
て
'
請
状
⑲
の
四
五
問
半
の
み
が
例
外
的
な
の
で
あ
る
｡
し
た

が

っ
て
､
表
④
か
ら
す
れ
ば
'
川
左
衛
門
尉

(請
状
⑲
)
の
請
取

っ
た
板
は
'
四
五

間
で
あ

っ
た
t
と
い
う
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
｡
故
に
'
請
状
⑲
の
四
五
問
半
と

い
う
記
述
よ
り
'
材
帳
④
の
四
五
間
と
い
う
記
述

(秋
田
氏
が
'
川
左
衛
門
尉
に
板
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表② 請状㊧ ･㊧ ･⑲と材帳(杏

㊨ 45 間 180枚 1:4 45 間 180石 岳 1枚

四
五
問
を
渡
し
た
と
い
う
記
述
)
の
方
が
正
し
い
と
推
定
で
き
る

(推
定
⑨
)
｡
こ

の
推
定
⑤
よ
り
'
先
の
口
に
請
状
⑲
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
請
状
⑲
が
加
え
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
は
'
先
の
日

･
囲

･
風
の
根
拠
が
確
か
な
も
の
に
な

っ
た
t
と
い

う
こ
と
で
あ
る
｡

次
に
'
臼

･
倒

･
風
を
用
い
て
､
請
状
㊧
～
⑲

･
⑲

･
㊥
の
板

l
枚
の
幅
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
-
｡
ま
ず
'
請
状
㊧
～
㊥

･
㊨

･
@

･
⑭
ほ

(
請
状
㊧
ほ
含
ま
な

い
)
'
先
に
伽
間
数
と
枚
数
の
比
の
と
こ
ろ
で
確
認
し
た
よ
う
に
'
間
数
と
枚
数
の

比
が
t

l
対
四
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
日

･
周
よ
り
'
講
状
㊧
～
㊥

･
㊨

･
㊨

･

〈川
.

⑭
の
板
は
'
四
枚
は
り
で

一
問
で
あ
り
'

一
枚
の
幅
は
-
/
4
間
で
あ
る
｡
と
こ
ろ

が
'
請
状
㊧
ほ
'

一
二
間
で
四
五
枚
で
あ
る
か
ら
､
間
数
と
枚
数
の
比
は
'

一
対
三

･

七
五
で
あ
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
は
'
次
の
二
通
り
考
え
ら
れ
る
｡

①
四
五
枚
は
'
四
八
枚
の
誤
り
で
あ
る
｡

②
板

一
二
間
の
内
'
三
枚
は
り
で

一
問
の
板
が
三
間
あ
り
'
四
枚
は
り
で

一
問
の

板
が
九
間
あ
る
｡

①
の
場
合
'

一
二
間
と
四
八
枚
で
'
間
数
と
枚
数
の
比
が
'

一
対
四
と
な
り
'

先
の
佃
よ
り
'
請
状
㊧
の
板

l
枚
の
幅

は
､
-
/
4
間
と
な
る
｡
確
か
に
'
内

越
氏
分
の
板
は
'
慶
長
二
年

･
同
四
年

に
'

〓

一間

･
四
八
枚
と
な

っ
て
い
る

か
ら
'
①
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
｡
し
か
し
'
四
五
枚
を
四
八
枚
に
修
正

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
t
と
い
う
難
点
が
あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
､
②
の
場
合
～

請
状
㊧
の
数
字
を
修
正
す
る
必
要
が
な
い
｡
そ
し
て
'
三
枚
は
り
で

一
問
の
板

は
'
板

一
枚
の
幅
が

-
/
3
間
と
な
り
'
四
枚
は
り
で

一
問

の
板
は
'
板

一
枚

の
幅
が

-
/
4
問
と
な
る
｡
こ
の

｢
三
枚
は
り
で

一
問
｣
と
い
う
の
は
'
慶
長

二
年
の
講
状
⑯
に
例
が
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
④
は
不
自
然
で
は
な
い
｡

こ
の
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よ
う
に
'
①
と
④
を
比
較
す
れ
ば
'
①
よ
り
②
の
方
が
'
請
状
㊧
の
数
字
を
t

よ
り
合
理
的

に
説
明
し
て
い
る
｡
故

に
'
④

の
方
が
正
し
い
と
推
定
で
き
る

(推
定
⑥
)
｡
な
お
'
津
軽
氏
分
の
板

一
枚
の
幅
も
'
-
/
4
間
と
考
え
ら
れ

る
｡こ

れ
ま
で
'
慶
長
三
年
の
板

一
枚
の
寸
法
の
内
'
長
さ
と
幅
に
つ
い
て
述
べ
た
0

次
に
'
厚
さ
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
先
に
'
慶
長
三
年
の
板
の
寸
法
に
つ
い
て
の
'

請
状
の
記
述
を
列
挙
し
た
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
'
請
状
㊧

･
㊧

･
⑲

･
⑲
～
⑭
の
板

一

枚
の
厚
さ
は
'
す
べ
て
五
寸
で
あ
る
｡
し
か
し
'
請
状
㊧

･
㊨
～
㊨

･
⑲
に
は
'
板

一
枚
の
厚
さ
に
つ
い
て
は
'
記
述
は
な
い
｡
よ

っ
て
'
こ
れ
ら
の
板

一
枚
の
厚
さ
が

問
題
と
な
る
｡
と
こ
ろ
で
'
先
の
慶
長
二
年
の
朱
状
②
に
記
述
さ
れ
た
'
板
の
規
格

は
二
通
り
あ
り
'
そ
の
い
ず
れ
も
'
厚
さ
は
五
寸
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
と
'

請
状
㊧

･
㊥

･
⑲
～
㊨

･
⑭
の
板

一
枚
の
厚
さ
が
五
寸
で
あ
る
t
と
い
う
こ
と
か
ら
'

請
状
㊧

･
㊨

～
㊨

･
⑲
の
板

一
枚
の
厚
さ
も
'
五
寸
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
と
い

え
る
｡
故
に
'
請
状
㊧

･
㊨
～
@

･
⑲
の
板

一
枚
の
厚
さ
は
'
五
寸
と
推
定
で
き
る

(推
定
⑦
)
｡
な
お
'
津
軽
氏
分
の
板

一
枚
の
厚
さ
も
'
五
寸
と
考
え
ら
れ
る
｡

先
に
設
定
し
た
問
題
②
に
つ
い
て
'
こ
こ
で
検
討
し
て
い
-
｡
問
題
②
の

｢
御
朱

印
｣
は
'
次
の
3
:
･
㈲
の
二
通
り
考
え
ら
れ
る
｡

回

｢御
朱
印
｣
は
'
朱
状
②
の
こ
と
で
あ
る
｡

㈲

｢御
朱
印
｣
は
'
現
存
し
て
は
い
な
い
が
'
慶
長
三
年
に
'
秋
田
氏
に
出
さ
れ

た
朱
印
状
の
こ
と
で
あ
る
｡

ま
ず
'
回
の
場
合
か
ら
検
討
す
る
｡
朱
状
④
に
は
'
直
接
に
は
'
慶
長
二
年
分
の
割

付
け
に
つ
い
て
の
み
記
述
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
回
の
場
合
'
慶
長
三
年

の
割
付

け
も
'
朱
状
④
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
し
た
が

っ
て
'
何
の
場
合
'

慶
長
二
年
に
秋
田
氏
及
び
隣
郡
之
衆
が
廻
漕
し
た
板

(
板
の
間
数

･
板

一
枚

の

寸
法
)
と
'
慶
長
三
年
に
秋
田
氏
及
び
隣
郡
之
衆
が
廻
漕
し
た
板
は
'
基
本
的

に
は
同
じ
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
'
先
の
推
定
④

･
④

･
⑦
の
正
し
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
と
こ
ろ
が
'
回
の
場
合
'
次
の
二
つ
の
難
点
が
あ
る
｡

①
慶
長
二
年
に
は
七
尺
板
の
廻
漕
が
あ

っ
た
が
'
慶
長
三
年
に
は
八
尺
板
と
な

っ

て
い
る
0
回
の
場
合
'
慶
長
二
年
と
同
三
年
の
板
の
寸
法
は
同
じ
に
な
る
は
ず

で
あ
る
の
に
'
こ
の
よ
う
な
相
異
が
生
じ
て
い
る
｡
回
の
場
合
'
こ
の
相
異
を

説
明
で
き
な
い
｡

④
戸
沢
氏
は
'
慶
長
二
年
に
は
一
六

〇
間
廻
漕
し
て
い
る
が
'
慶
長
三
年
に
は
'

材
帳
④
に
よ
れ
ば

l
五
〇
間
と
な
っ
て
い
る

(詳
細
は
後
述
)
｡
回
の
場
合
'

慶
長
二
年
と
同
三
年
の
廻
漕
は
同
じ
に
な
る
は
ず
で
あ
る
の
に
'
こ
の
よ
う
な

相
異
が
生
じ
て
い
る
｡
回
の
場
合
'
こ
の
相
異
を
説
明
で
き
な
い
｡

次
に
'

㈲の
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
㈲
の
場
合
'

｢
現
存
し
て
い
な
い
が
'
慶

長
三
年
に
'
秋
田
氏
に
出
さ
れ
た
朱
印
状
｣
を
仮
定
す
る
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
朱
秤

状
を
'

｢
朱
状
④
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
｡
こ
こ
で
'
慶
長
元
年
の
場
合
と
比
較
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
'
朱
状
④
を
仮
定
す
る
こ
と
が
'
不
自
然
か
否
か
t
を
見
て
お
こ

う
｡
先
に
'
第

一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
'
文
禄
五
年
三
月
二
十
六
日
付

(文
禄
五
年

は
慶
長
元
年
)
の
'
朱
状
①
が
残

っ
て
い
る
｡
こ
の
朱
状
①
は
'
由
利
の
五
氏
'
す

な
わ
ち
仁
賀
保

･
赤
字
曽

･
滝
沢

･
内
越

･
岩
屋
の
五
氏
に
'
伏
見
作
事
用
の
橋
板

三
四
間

(五
氏
の
割
付
け
ら
れ
た
板
の
合
計
が
'
三
四
間
)
を
'
秋
田
実
李
よ
り
受

領
し
'
敦
賀

へ
廻
漕
す
る
こ
と
を
命
ず
る
朱
印
状
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
'
材
帳
④
に

ょ
れ
ば
'
右
の
由
利
の
五
氏
の
他
に
'
秋
田
氏

･
戸
沢
氏

･
小
野
寺
氏

･
本
堂
氏

･

津
軽
氏

･
六
郷
氏
も
'
杉
板
を
割
付
け
ら
れ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
こ
の
戸
沢
氏

･
小
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野
寺
氏

･
本
堂
氏

･
六
郷
氏
も
ま
た
'
秋
田
実
李
よ
り
杉
板
を
受
領
し
て
廻
漕
し
た

の
で
あ
る
｡
こ
の
材
帳
④
の
記
述
に
よ
れ
ば
'

｢
秋
田
氏
が
'
由
利
の
五
氏
及
び
戸

沢

･
小
野
寺

･
本
堂

･
津
軽

･
六
郷
氏
に
､
杉
板

(由
利
の
五
氏
は
の
板
の
合
計
は

三
四
問
'
そ
の
他
は
三

二
二
間
で
あ
り
'
合
わ
せ
て
三
四
七
間
で
あ
る
)
を
'
受
渡

し
て
廻
漕
さ
せ
'
秋
田
氏
自
身
も
杉
板
二
二
五
間
を
廻
漕
せ
よ
｡
｣
と
い
う
主
旨
の

朱
印
状
が
'
慶
長
元
年
に
'
秋
田
氏
に
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

し
た
が

っ
て
'
慶

長
三
年
も
'
同
元
年
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
､
慶
長
三
年
に
矢
状
④
を
仮
定
す

る
こ
と
は
'
不
自
然
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
｡
ま
た
'

㈲の
場
合
'
慶
長
三
年
の
板

の
割
付
け

(割
付
け
は
'
板
の
間
数
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
特
に
板

一
枚
の
寸
法
の
こ
と
を
含
め
る
こ
と
に
す
る
)
が
'
慶
長
二
年
の
そ
れ
と

一
致
し
な

-
て
も
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
'
回
の
場
合
の
二
つ
の
難
点
が
解
消
す
る
｡
と
こ
ろ
が
'

㈲の
場
合
'
次
の
二
つ
の
難
点
が
生
ず
る
｡

①
推
定
③

･
④

･
⑦
の
正
し
い
こ
と
が
証
明
で
き
な
い

(回
の
場
合
に
は
'
証
明

で
き
た
)
0

②

｢朱
状
④
｣
と
い
う
'
現
存
し
て
い
な
い
朱
印
状
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
(朱
状
④
を
仮
定
す
る
こ
と
が
'
不
自
然
で
は
な
い
こ
と
は
'
先
に
確
認
し

た
が
､
や
は
り
難
点
で
あ
る
)
｡

こ
の
よ
う
に
'
回

･

㈲の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
'
難
点
が
あ
り
'
問
題
②
の

｢
御
朱

印
｣
が
'
い
ず
れ
で
あ
る
か
､
断
定
で
き
な
い
｡

慶
長
三
年
の
板
の
寸
法
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡
秋
田
氏

･

小
野
寺
氏

･
津
軽
氏

･
戸
沢
氏
分
の
板
は
'
二
間
板
で
あ
り
'
仁
賀
保
氏

･
赤
字
普

氏

･
岩
屋
氏

･
六
郷
氏

･
滝
沢
氏

･
本
堂
氏

･
内
越
氏
分
の
板
は
'
八
尺
板
で
あ
る
｡

ま
た
､
板

一
枚
の
幅
は
'
内
越
氏
分
の
板
以
外
は
'
す
べ
て
-
/
4
問

(
一
尺
七
寸

五
分
)
で
あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
'
内
越
氏
分
の
板

二

一間
の
内
'
板

一
枚
の
幅
が

-
/
3
間

(
二
尺
三
寸
三
分
三
厘
)
の
も
の
が
三
間

(
九
枚
)
あ
り
'
-

/
4
間

(
一
尺
七
寸
五
分
)
の
も
の
が
九
間

(三
六
枚
)
あ
る
｡
ま
た
'
板

一
枚
の
厚
さ
は
'

す
べ
五
寸
で
あ
る
｡

な
お
'
渡
論
文

(
二
二

･
二
三
貢
)

･
古
論
文

(
七

一
九
頁
)

･
徹
論
文
㊤

二

三
頁
)

･
塩
論
文
①

(三
二
頁
)

･
塩
論
文
②

(
五

〇
頁
)
は
'
慶
長
三
年
の
板

一

枚
の
長
さ
を
'
す
べ
て
二
間
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
説
は
'
材
帳
④
の
記
述
を
根

拠
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
確
か
に
､
材
帳
④
の

｢柚
之
飯
米
｣
の
と
こ
ろ
に
'

｢右
之
板
長
さ
弐
間
あ
っ
さ
五
寸
は
ゝ

木
石
次
第
也
'
｣
と
あ
る
｡
し
か
し
'
請
状

㊧
～
⑭
の
記
述
の
方
が
'
材
帳
④
の
一
行
の
記
述
よ
り
'
情
報
量
は
格
段
に
多
-
'

内
訳
も
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
し
た
が

っ
て
'
前
者
の
記
述
の
万
が
'
後
者
の
記

述
よ
り
'
正
確
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
｡
故
に
'
先
の
渡
論
文
等
の
説
は
再

考
を
要
す
｡

慶
長
四
年

史
料
中
の
'
板
の
寸
法
に
関
す
る
記
述
を
列
挙
す
れ
ば
'
次
の
よ
う

に
な
る
｡
請
状
⑯
～
㊥
に
は
'

｢あ
っ
さ
五
寸

長
さ
弐
間
板
｣
と
あ
る
｡
請
状
㊨

に

は
'

｢
八
尺
板
成
｣
と
あ
る
｡
請
状
⑭
に
は
'

｢壱
間
板
四
枚
は
り
也
｣
と
あ
る
｡

請
状
㊥
に
は
'

｢あ
っ
さ
五
寸
'
長
さ
弐
間
t
は
ゝ

四
枚
は
り
也
｣
と
あ
る
｡
請
状

㊥
に
は
'

｢あ
っ
さ
五
寸

長
さ
八
尺
板
に
て
四
枚
は
り
也
｣
と
あ
る
｡
請
状
㊥

･

㊥
に
は
'

｢
八
尺
板
也
'
但
あ
っ
さ
五
寸

は
1

四
枚
は
り
に
て
六
尺
五
寸
問
也
｣

と
あ
る
｡
請
状
⑲
に
は
'

｢
八
尺
板
也
｣
と
あ
る
｡
請
状
㊥
に
は
､
板
の
寸
法
に
つ

い
て
の
記
述
は
な
い
｡

ま
ず
'
慶
長
四
年
の
板
の
寸
法
の
内
'
長
さ
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
始
め
る
｡

右
に
列
挙
し
た
請
状
の
記
述
よ
り
､
秋
田
氏

･
小
野
寺
氏

･
戸
沢
氏
が
廻
漕
し
た
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板
は
､
二
間
板
で
あ
り
'
内
越
氏

･
本
堂
氏

･
滝
沢
氏

･
岩
屋
氏

･
赤
字
曽
氏

が
廻
漕
し
た
の
は
'
八
尺
板
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
例
外
的

に
'
六
郷
氏
が
廻
漕

し
た
板
は
'

一
間
板
で
あ
る
｡

こ
の
六
郷
氏
の

一
間
板
は
'
内
越
氏

･
本
堂
氏

等
の
八
尺
板
と
同
等
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
か
ら
'
請
状

の
中
に
'
板

一
枚
の

長
さ
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
の
ほ
へ
仁
賀
保
氏

(
講
状
@
)

の
場
合
の
み
で

あ
る
｡
ま
た
'
津
軽
氏
の
場
合
'
材
帳
⑤
に
は
へ
｢

一

百
四
十
問

津
軽
右

京
山
出
し
不
任
侠
'
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
'
津
軽
氏
は
'
慶
長
四
年
も
'

杉
板
を
請
取

っ
て
い
な
い

(
同
二
年

･
三
年
も
請
取

っ
て
い
な
い
)

｡

そ
の
た

め
'
津
軽
氏
の
請
状
は
存
在
し
な
い
｡
以
上
に
よ

っ
て
'
板

一
枚
の
長
さ
に
つ

い
て
'
請
状
に
よ

っ
て
直
接
確
認
で
き
な
い
の
は
'
仁
賀
保
氏
と
津
軽
氏
分
の

板
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
'
慶
長
三
年

の
板

一
枚
の
長
さ
と
'
慶
長
四
年
の
そ
れ

と
を
比
較
す
る
と
'
大
体
に
お
い
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
｡
よ

っ
て
'

仁

賀
保
氏

･
津
軽
氏
分
の
'
板

l
枚
の
長
さ
は
､
そ
れ
ぞ
れ
'
八
月

･
二
間
と

推
定
で
き
る

(推
定
④
)
｡

こ
れ
ま
で
'
慶
長
四
年
の
板
の
寸
法
の
内
'
長
さ
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

っ
た
｡

今
度
は
'
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
の
検
討
す
る
｡
表
①
に
ょ
れ
ば
'
請
状
⑯
～
⑲

･

@
～
⑳
に
は
'
間
数
と
枚
数
の
比
が
t

l
対
四
で
あ
る

(請
状
㊥
に
は
'
枚
数
の
記

述
が
な
い
)

｡

し
た
が

っ
て
'
請
状
㊨
～
⑲

･
㊥
～
@
の
板

一
枚
の
幅
は
'
-
/
4
間

で
あ
る

(先
に
'
慶
長
三
年
の
と
こ
ろ
で
確
認
し
た
'
佃
を
参
照
の
こ
と
)
O
ま
た
'

先
に
列
挙
し
た
よ
う
に
'
請
状
㊥
～
⑲
に
は
'

｢
四
枚
は
り
｣
と
あ
り
'
実
は
'
こ

の
請
状
㊥
～
⑲
の
内
で
'
請
状
@

･
⑲
に
は
'
特
に

｢
四
枚
は
り
に
て
六
尺
五
寸
間

也
｣
と
あ
る
｡
こ
の
六
尺
五
寸
間
と
は
'
六
尺
五
寸
で

一
問
と
い
う
意
味
が
あ
る
か

ら
'
請
状
㊥

･
@
の
板
の
幅
は
'
四
枚
で
六
尺
五
寸
と
な
る
｡
す
る
と
へ

一
枚
の
幅

が

'

一
尺
六
寸
二
分
五
厘

(
-
/
4
間
)
と
な
る
｡
そ
れ
か
ら
'
請
状
⑯
～
⑲

･
@

～
@

･
@

･
㊥
の
板

一
枚
の
幅
は
'
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
'
-
/
4
問
で
あ
る
が
'

六
尺
五
寸
問
と
い
う
記
述
が
な
い
た
め
'
-
/
4
問

=
一
尺
六
寸
二
分
五
厘
と
は
断

定
で
き
な
い

｡
し
か
し
'
請
状
㊥

･
⑲
の
例
か
ら
す
れ
ば
'
請
状
㊨
～
⑲

･
㊥

･

㊥

･
⑲

･
㊥
の
板

一
枚
の
幅
は
'

一
尺
六
寸
二
分
五
厘
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
'

請
状
㊥
に
は
'

｢
合
三
拾
三
間
老

但
壱
間
板
四
枚
は
り
也
｣
と
あ
る
だ
け
で
'

枚
数
の
記
述
も
'
六
尺
五
寸
間
と
い
う
記
述
も
な
い
｡
し
か
し
'
請
状
㊧
以
外
の

も
の
と
同
様
に
'
請
状
㊥
の
板

一
枚
の
幅
は
'

一
尺
六
寸
二
分
五
厘

(
-
/
4

(20
一

間
)
と
考
え
ら
れ
る
｡
な
お
'
津
軽
氏
分
の
板

一
枚
の
幅
も
､
-
/
4
問
と
考
え
ら

れ
る
｡

次
に
､
慶
長
四
年
の
板

一
枚
の
厚
さ
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
先
に
列
挙
し
た
よ
う

に
'
請
状
㊥
～
㊥

･
㊥
～
㊥
に
は
'

｢
あ
っ
さ
五
寸
｣
と
あ
る
か
ら
'
請
状
⑯
～
㊥

･

㊥
～
㊥
の
板

一
枚
の
厚
さ
は
'
五
寸
で
あ
る
｡
ま
た
'
請
状
⑲

･
㊥

･
⑲

･
⑲
に
は
'

厚
さ
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
｡
し
か
し
'
請
状
㊨
～
㊥

･
㊥
～
㊥
の
板

一
枚
の
厚

さ
が
五
寸
で
あ
る
か
ら
'
請
状
⑲

･
㊥

･
⑲

･
㊥
の
場
合
も
'
五
寸
で
あ

っ
た
可
舵

性
は
高
い
｡
故
に
､
請
状
⑲

･
@

･
⑲

･
㊥
の
板

一
枚
の
厚
さ
は
'
五
寸
と
推
定
で

き
る

(推
定
④
)
｡
な
お
'
津
軽
氏
分
の
板

一
枚
の
厚
さ
も
'
五
寸
と
考
え
ら
れ

る
｡と

こ
ろ
で
へ
慶
長
四
年
の
割
付
け
は
'
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

換
言
す
れ
ば
'
ど
の
朱
印
状
に
よ
っ
て
割
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か

(疑
問
②
と

類
似
の
疑
問
)
｡
こ
れ
に
つ
い
て
'
次
の
三
通
り
考
え
ら
れ
る
｡

回
朱
状
②
に
よ
っ
て
割
付
け
ら
れ
た
｡

㈲
朱
状
④
に
よ
っ
て
割
付
け
ら
れ
た
｡
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回
現
存
し
て
い
な
い
が
'
慶
長
四
年
に
'
秋
凹
氏
に
出
さ
れ
た
朱
印
状
に
よ

っ
て

割
付
け
ら
れ
た
｡

ノl

こ
の
回

･
㈲

･
回
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
難
点
､か
あ
り
'
回

･
㈲

･
回
の
い
ず
れ
が

正
し
い
の
か
'
断
定
で
き
な
い
｡

慶
長
四
年
の
板
の
･lT
法
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
'
次

の
よ
う
に
な
る
｡
秋
‖

氏

･
小
野
寺
氏

･
津
軽
氏

･
戸
沢
氏
分
の
板
は
'
二
間
板
で
あ
り
'
仁
賀
保
氏

･

赤
字
曽
氏
'
…石
屋
氏

･
滝
沢
氏

･
本
管
氏

･
内
越
氏
分
の
板
は
'
八
尺
版
で
あ

る
｡
そ
し
て
'
六
郷
氏
は
'
例
外
的

に

一
問
板
を
廻
漕
し
て
い
る
が
'
こ
れ
は

八
尺
板
と
同
じ
も

の
で
あ
る
｡
ま
た
､
板

l
枚

の
幅

は
'
す
べ
て
-
/
4
間

(
一
尺
｣ハ
寸

二
分
五
厘
)
で
あ
る
｡

板

l
枚

の
厚
さ
は
'
す
べ
て
五
寸
で
あ

る
rJな

お
､
渡
論
文

(
二
二

･
二
三
頁
)

･
古
論
文

(
七

一
九
貢
)

･
徹
論
文
①

(
一

三

頁

)

･
塩
論
文
.仲

(
三
二
貢
)

･
塩
論
文
は

(
五

〇
貢
)
で
は
'
慶
長
四
年
の
板

を
'
す
べ
て
二
間
板
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
説
は
'
材
帳
甘
め

記
述
を
根
拠
に
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
確
か
に
､
材
帳
⑥
の

｢
仙
之
飯
米
｣
の
と
こ
ろ
に
'

｢
右

之
板
長
さ
弐
間
あ
っ
さ
五
寸
t
は
ゞ
木
石
次
第
'
｣
と
あ
る
｡
し
か
し
'
請
状
㊨

～

毎
の
板
の
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
の
万
が
'
材
帳
潮
の

l
行
の
記
述
よ
り
'
情
報
量

は
格
段
に
多
-
､
内
訳
も
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
し
た
が

っ
て
'
前
者
の
記
述
の

万
が
'
後
者
の
記
述
よ
り
'
正
確
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
｡
故
に
､
先
の
漢

論
文
等
の
説
は
再
考
を
要
す
｡

こ
れ
ま
で
'
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
四
年
ま
で
の
坂

一
枚
の
寸
法

(長
さ

･
幅

･
厚

さ
)
に
つ
い
検
討
し
て
き
た
｡
し
か
し
､
慶
長
元
年
と
同
二
年
の
板

一
枚
の
幅
に
つ

い
て
は
'
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
｡
し
た
が

っ
て
'
慶
長
二
年

･
同
元
年
の
順
に
'

板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
'
以
下
検
討
し
て
い
-
こ
と
に
す
る
｡

慶
長
二
年

(板

一
枚
の
幅
)

表
If
.に
よ
れ
ば
'
請
状
旬
～
.㈹

･
叫
～
㊨
は
'
間

数
と
枚
数
の
比
が
'

一
対
四
で
あ
る
｡
よ
っ
て
'
赤
字
曽
氏

･
内
越
氏

･
滝
沢
氏

･

岩
屋
氏

･
秋
凹
氏
の
廻
漕
し
た
板
は
'
四
枚
で
幅
が

一
間
で
あ
り
'
板

一
枚
の
幅
は

ソ}

-
/
4
間
で
あ
る
｡
ま
た
'
小
野
寺
氏

(請
状
両
)

･
本
覚
氏

(請
状
/哩
)
の
廻
漕

し
た
板
の
幅
に
つ
い
て
は
'
慶
長
二
年
八
月
十
七
目
付
の
'

｢
秋
田
実
季
伏
見
作
事

rJ

板
入
用
覚
｣

(以
下

『覚
書
勅
』
と
略
記
)
に
記
述
が
あ
る
｡
こ
れ
に
ょ
れ
ば
'
小

野
寺
氏

･
本
官
氏
の
廻
漕
し
た
板
は
'

｢
四
枚
は
り
｣
で
あ
る
か
ら
'
小
野
寺
氏

･

リ】

本
堂
氏
の
割
付
け
ら
れ
た
板
は
二

枚
の
幅
が
-
/
4
間
で
あ
る
｡
以
上
に
よ
っ
て
'

仁
賀
保
氏

･
六
郷
氏

･
戸
沢
氏
以
外
の
大
小
名
が
'
慶
長
二
年
に
廻
漕
し
た
板
は
'

一
枚
の
幅
が
-
/
4
間
で
あ
る
こ
と
が
､
明
ら
か
と
な

っ
た
｡
以
下
'
六
郷
氏

･
仁

賀
保
氏

･
戸
沢
氏
の
順
に
'
板

一
枚
の
幅
を
検
討
す
る
｡

六
郷
氏

(請
状
⑭
)
は
'
慶
長
三
年

･
同
四
年

に
'
幅

-
/
4
間
の
板
を
廻

漕
し
て
い
る
か
ら
'
同
二
年
も
'
-
/
4
間
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
｡
故
に
'
六

郷
氏
が
'
慶
長
二
年
に
幅
-
/
4
間
の
板
を
廻
漕
し
た
と
推
定
で
き
る

(
推
定

⑩
)
0

次
に
､
仁
賀
保
氏

(請
状
⑭
)

の
廻
漕
し
た
板

の
幅

に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

表
①
に
よ
れ
ば
'
間
数
と
枚
数
の
比
が
'

一
対
四

･
三
三
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
､
仁

賀
保
氏
は
'
慶
長
三
年

･
同
四
年

の
両
年

に
､
三

〇
間
で

一
二

〇
枚

の
板
を
廻

漕
し
て
お
り
'
間
数
と
枚
数
の
比
は
､

一
対
四
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
講
状
叫
の

一
三

〇
枚
と
い
う
記
述
は
'
仁
賀
保
氏
側
の
誤
り
で
あ
り
'
実
際

に
仁
賀
保
氏

が
廻
漕
し
た
の
は
'
慶
長
三
年

･
四
年
と
同
様
に
､

二

一〇
枚
で
あ

っ
た
可
能
性
が

高
い

(
一
二

〇
枚
で
あ
れ
ば
'
間
数
と
枚
数
の
比
は
'

一
対
四
)
｡
故
に
'
請
状
⑭
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の
一
三

〇
枚
は
'
実
際
に
は

二

一〇
枚
で
あ

っ
た
t
と
推
定
で
き
る

(推
定
⑭
)
0

こ
の
推
定
⑪
に
従
え
ば
'
仁
賀
保
氏
が
廻
漕
し
た
板
は
'

一
枚
の
幅
が
-
/
4
間
と

な
る
｡

次
に
'
戸
沢
氏

(請
状
⑯
)

の
廻
漕
し
た
板
の
幅
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
先

に
'
第

一
章
の
㈲
間
数
と
枚
数
の
比
t
の
と
こ
ろ
で
確
認
し
た
よ
う
に
'
請
状
⑱
に

は
'

｢
三
枚
は
り
の
板
｣
と

｢
四
枚
は
り
の
板
｣
と
い
う
区
別
が
さ
れ
て
い
る
｡
そ

し
て
'
前
者
の
場
合
'
間
数
と
枚
数
の
比
が
'

一
対
三
で
あ
り
'
後
者
の
場
合
'

一

対
四
で
あ
る
｡
故
に
'
前
者
の
板
は
'

一
枚
の
幅
が
-
/
3
問
で
あ
り
'
後
者
の
板

I,,⊥

は
t

l
枚
の
幅
が
-
/
4
問
で
あ
る
｡
な
お
'
津
軽
氏
分
の
板

一
枚
の
幅
も
'
-
/

4
問
と
考
え
ら
れ
る
｡

慶
長
二
年
の
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡
赤
字
曽

氏

･
内
越
氏

･
滝
沢
氏

･
岩
屋
氏

･
仁
賀
保
氏

･
小
野
寺
氏

･
本
堂
氏

･
六
郷
氏

･

秋
凹
氏

･
津
軽
氏
分
の
板
は
'
す
べ
て

1
枚
の
幅
が
'
-

/
4
問
で
あ
る
｡
そ

れ
に
対
し
て
'
戸
沢
氏
分
の
板
は
'

一
枚
の
幅
が
-
/
4
問
の
も
の
と
'
-

/
3

間
の
も
の
が
あ
る

(
-
/
4
問
の
も
の
､か
'

一
二
五
問
'
-
/
3
間
の
も
の
が
'

三
五
間
)
｡
ま
た
'
慶
長
二
年

の
請
状
r勅
～
⑳
に
は
'

｢
は
ゝ
四
枚
は
り
に
て

七
尺
問
ナ
-
｣

(話
状
㊥
)

･

｢
ほ
ゝ
四
枚
は
り
に
て
｣ハ
尺
五
寸
間
也
｣
(

請

状
/節
)
t
と
い
っ
た
記
述
は
な
い
｡
故
に
'
慶
長
二
年
の
板
の
場
合
t

l
枚
の
幅

(
-
/
4
問
)
は
'
正
確
に
は
ど
れ
だ
け
な
の
か
'
分
ら
な
い

(
一
尺
七
寸
五
分

･

一
尺
六
寸
二
分
五
厘
へ
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
)

0

慶
長
元
年

(板

l
枚
の
幅
)

慶
長
元
年
の
請
状
れ
l～
動
は
'
す
べ
て
敦
賀
側
の

請
取
状
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
こ
れ
ら
は
'
す
べ
て
秋
田
氏
分
の
板
の
請
取
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
'
隣
郡
之
衆
の
分
の
板
に
関
す
る
請
取
状
で
は
な
い
｡
よ

っ
て
'
ま
ず

秋
田
氏
分
の
板
の
､
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
検
討
し
､
そ
の
後
に
'
隣
郡
之
衆
の
分

の
'
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
推
定
す
る
｡

ま
ず
'
以
下
の
説
明
に
必
要
な
'
請
状
④
～
⑥
､
及
び
材
帳
②
の
'
板
の
間
数

･

枚
数

･
寸
法
に
つ
い
て
の
記
述
を
列
挙
す
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡
請
状
④
に
は
'

｢
合
六
百
六
拾
枚
老
'
但
百
六
十
八
間
三
尺
弐
寸
五
分
之
由
'
長
さ
三
間
弐
尺
'
厚

四
寸
也
'
但
六
尺
五
寸
間
｣
と
あ
る
｡
請
状
⑨
に
は
'

｢
合
四
拾
四
枚
｣
と
あ
る
0

講
状
⑥
に
は
､

｢合
弐
拾
六
枚
老
'
但
長
さ
三
間
坂
也
'
厚
三
寸
'
六
問
半
也
｣
と

あ
る
｡
材
帳
②
に
は
'

｢板
弐
百
廿
五
間
つ
る
か
へ
の
は
せ
申
侯
舟
ち
ん
の
事
'
此

内
百
八
十
六
間
大
谷
刑
部
少
輔
二
渡
侯
'
十
九
間

ハ
ふ
ね
損
申
す
た
り
申
侯
､
廿
間

ハ
秋
田
在
之
｣
と
あ
る
｡

こ
こ
で
'
渡
論
文

(二
四
頁
)
の
説
の
批
判
を
行
な
う
｡
渡
辺
氏
は
'
慶
長
元
年

の
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
'
請
状
④
の
み
を
用
い
て
'
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
｡

請
状
④
に

｢
六
尺
五
寸
間
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'

一
間
=

六
尺
五
寸
で
あ
り
'

一
六

八
間
三
尺
二
寸
五
分
=
一
六
八

･
五
間
で
あ
る

(請
状
④
に
'
百
六
十
八
間
三
尺
二

寸
五
分
と
あ
る
)
｡
そ
し
て
'
六
六
六
枚
÷
一
六
八

･
五
=
三

･
九
五
枚
で
あ
る
か

ら
'

一
問
に
含
ま
れ
る
板
の
枚
数
は
'
四
枚
ち
ょ
う
ど
に
は
な
ら
な
い
｡
こ
の
よ
う

に
､
四
枚
ち
ょ
う
ど
と
な
ら
な
い
の
は
'
六
六
六
枚
が
'
敦
賀
で
の
実
質
的
な
請
敬

枚
数
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
一
六
八

･
五
間
が
'
割
付
数
だ
か
ら
｡
つ
ま
り
'
廻
漕
過

程
の
事
故
等
で
'
板
が
若
干
減
少
し
た
た
め
'
四
枚
ち
ょ
う
ど
と
は
な
ら
な
い
t
と

い
う
の
で
あ
る
｡
以
上
に
よ
っ
て
'
慶
長
元
年
の
板

一
間
も
'
板
四
枚
と
考
え
て
よ

い
の
で
あ
り

(間
数
と
枚
数
の
比
が
'

一
対
四
)
'
慶
長
元
年
の
板

一
枚
の
幅
は
､

-

/
4
間
で
あ
る
｡
な
お
'
渡
論
文

(
二
九
頁
)
に
は
'
秋
田
氏
が
廻
漕
し
た
板
が
'

二
〇
五
問
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
先
に
列
挙
し
た
'
材
帳
②
の
記
述
を
根
拠
に
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し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
以
上
､か
'
渡
辺
氏
の
'
慶
長
元
年
の
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て

の
説
の
要
約
で
あ
る
｡
こ
の
説
に
は
'
次
の
三
つ
の
難
点
が
あ
る
｡

小
六
六
六
枚
を
'
敦
賀
側
の
実
質
的
は
請
取
枚
数
と
し
､

l
六
八

･
五
問
を
割
付

数

(秋
田
氏
が
'
商
人
に
請
取
し
た
'
板
の
間
数
)
t
と
す
る
の
は
'
請
状
④

の
解
釈
と
し
て
ほ
'
無
理
が
あ
る
｡

旦
請
状
潮
･
.裸
の
記
述
を
無
視
し
て
い
る
｡

S/請
状
S/の
t

l
六
八
間
lll尺
二
寸
五
分
と
､
材
帳
仏
の
二
〇
五
間
あ
る
い
は

l

八
六
間
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
､
渡
辺
氏
の
説
か
ら
は
出
て
こ
な
い
｡

右
の
三
つ
の
難
点
が
あ
る
た
め
'
渡
辺
氏
の
説
が
正
し
い
と
ほ
'
断
定
し
え
な
い
0

次
に
'
渡
辺
氏
の
説
以
外
の
方
法
で
､
慶
長
元
年
の
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
'
検
討
し

て
い
-
｡
ま
ず
'
請
状
湖
の

｢合
四
拾
五
枚
｣
を
'
四
枚
は
り
で
l
問
と
仮
定
し
て
'
間

数
に
換
算
す
れ
ば
'
一
一
･
二
五
問
と
な
る
｡
史
に
'

一
間
=

六
尺
五
寸
と
す
れ
ば
'

一

尺
二
寸
五
分
と
'
請
状
⑨
の
二

間

一.
尺
六
寸
二
分
五
厘
と
'
請
状
@
の
六
間
三
尺
二
寸

五
分

(
一
間
=

六
尺
四
寸
と
す
れ
ば
'
六
間
半
は
'
六
間
三
尺
二
寸
五
分
で
あ
る
｡
講
状

勅
の
場
合
'
二
六
枚
･二
ハ
･
五
=

三
枚
で
あ
る
か
ら
､
板

l
枚
の
幅
は
'
-
/
4
間
)
と

の
合
計
は
二

八
六
間

一
尺
六
寸
二
分
五
厘
と
な
る
｡
そ
し
て
､
こ
の
合
計
は
'
材
帳
②

の
'
秋
田
氏
が
大
谷
刑
部
に
受
渡
し
た
と
い
う

一
八
六
間
と
'
極
め
て
近
い
と
い
え
る
｡

こ
の
両
者
'
即
ち
'
講
状
④
～
⑥
の
一
八
六
間

一
尺
六
寸
二
分
五
厘
の
板
と
'
材
帳
②
の

一
八
六
問
の
板
が
'
同

l
の
板
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
の
が
'
本
稿
の
仮
説
の
l
つ
で

あ
る

(仮
説
t
t)
｡
ま
た
､
材
帳
④
の
記
述

(
二
二
五
間

･
l
八
六
間
と
い
っ
た
間
数
)

が
'
正
し
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
L
t
仮
説
①
を
承
認
す
れ
ば
'
請
状
④
～
⑥
の
一
八

六
問

一
尺
六
寸
二
分
五
厘
の
板
は
'
す
べ
て
大
谷
刑
部
に
受
渡
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
す

る
と
'
請
状
④
の
一
六
八
問
三
尺
二
寸
五
分
の
坂
は
'

一
八
六
間

一
尺
六
寸
二
分
五
厘
の

板
に
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
'
渡
辺
氏
の
い
う
よ
う
な
割
付
数
で
は
な
-
､
敦
賀
側
の

実
質
的
な
講
取
間
数
の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
換
言
す
れ
ば
'
請
状
旬
に
お
け
る
'

六
六
六
枚
の
板
と
二

六
八
間
三
尺
二
寸
五
分
の
板
と
は
'
同

1
の
板
と
い
う
こ
と
に
な

る
｡
そ
れ
で
は
'
六
六
六
枚
の
板
'
あ
る
い
は
一
六
八
間
三
尺
二
寸
五
分
の
板
の
'
板

一

枚
の
幅

(請
状
④
の
板

一
枚
の
幅
)
は
､
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
､は
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
｡

先
に
'
渡
辺
氏
の
説
の
と
こ
ろ
で
確
認
し
た
よ
う
に
'
六
六
六
枚
÷
一
六
八

･
五
=
三

･

九
五
枚
と
な
り
'
板

l
枚
の
幅
を
す
べ
て
-
/
4
間
と
限
ら
な
い
｡
し
か
し
'
請
状
纏
と

同
様
に
､
請
状
叫
の
板
に
は
'
板

l
枚
の
幅
が
'
-
/
4
間
の
も
の
と
'
-
/
3
問

の
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
､

一
六
八

･
五
間
の
板
の
内
'
一
枚
の
幅
が
-
/
4
問
の
板

が

l
六
〇
･
五
問
'
-
/
3
間
の
坂
が
八
間
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る

(推
定
.絢
)

｡

以
上
の
見
解
に
従
え
ば
'
慶
長
元
年
の
'
秋
EB
氏
分
の
板
に
つ
い
て
'
次
の
こ
と
が

い
え
る
｡
秋
田
氏
は
'
慶
長
元
年
に
は
'
二
二
五
問
の
板
を
割
付
け
ら
れ
た
｡
こ
の

内
'
二
〇
間
は
'
秋
田
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
お
き
'
二
〇
五
間
を
'
商
人
に
敦
賀
ま

で
廻
漕
さ
せ
た
｡
と
こ
ろ
が
'
こ
の
二
〇
五
間
の
内
'

一
九
問
は
舟
の
事
故
に
よ

っ

て
減
少
し
'

一
八
六
間

(-
?
八
六
間

一
尺
六
寸
二
分
五
厘
)
が
'
敦
賀
の
大
谷
刑

部
に
渡
さ
れ
た
｡
こ
の
一
八
六
問

(=
一
八
六
間

一
尺
六
寸
二
分
五
厘
)
の
内
'
八

問
は
'
板

一
枚
の
幅
が
-
/
3
間

(
二
尺

一
寸
六
分
七
厘
)
の
板
で
あ
り
'
他
は
'
す

べ
て
'
幅
-
/
4
間

(
一
尺
六
寸
二
分
五
厘
)
で
あ
る
｡

右
に
上
げ
た
の
が
'
慶
長
元
年
の
板

一
枚
の
幅
に
つ
い
て
の
､
渡
辺
氏
の
説
に
対

立
す
る
本
稿
の
見
解
で
あ
る
｡
し
か
し
､
ま
だ
'
秋
田
氏
分
の
板
の
内
'
秋
田
に
置

い
た
ま
ま
に
な
っ
た
二
〇
問
'
事
故
に
よ
っ
て
減
少
し
た

一
九
問
'
更
に
'
秋
田
氏

以
外
の
隣
郡
之
衆
の
廻
漕
し
た
板
に
つ
い
て
は
'
板

一
枚
の
幅
を
検
討
し
て
い
な
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太3) 伏見作事板の寸法

寸法 文 緑 4 年長 幅 悼 良 幅

(2)吉と i)

. 2)守 (

.2)(i)(

∴ )

悼

括弧内の数値は､原則 として､推定(1)～¢3)を用いている｡

磨

柄 ~〓

但 し､慶長元年の秋tllLtO_)とこ7)には､3.(2)となっているが､こJLは､

｢3問｣の板 と ｢3問2尺｣の板があるとい う意味である｡

･慶長元年の隣郡之衆分の長 さと厚 さ､慶長2年の津軽氏分の長 さと幅 と厚 さ､慶長 3年の津軽氏分の板の幅 と厚 さ､慶長 4年の津軽氏

の板の幅 と厚 さ､慶長 4年の六郷氏分の板の幅は､ (4)坂の寸法の ところでは､ ｢～ と考えられ る｡｣としてあるo裁可では､これ

らに も､括弧をつけた｡

･文禄 4年の板 1枚の帖は､厳密には､ 1尺 6寸- 1尺 9J-である｡)



い
｡
次
に
'
こ
れ
ら
に
つ
い
て
見
て
い
-
｡
ま
ず
､
伏
見
作
事
板
は
､
慶
長
元
年

～

同

四

年

に

､

大
半
が
四
枚
は
り
で

l
問

(板

l
枚
の
幅
が
､
-
/
4
間
)
で
あ
る
か

ら
､
こ
れ
ら
も
同
様
に
､
四
枚
は
り
で

l
問
'
即
ち
板

l
枚
の
幅
が
､
-
/
4
間
と

推
定
で
き
る

(推
定
佃
)
｡
そ
し
て
､
請
状
,j
に
よ
れ
ば
､

l
問
=

六

尺
五
寸
で
あ

る
か
ら
'
こ
れ
ら
も
同
様
に
､

一
問
=
六
尺
五
寸
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
た
が

っ
て
､

秋
山
氏
分
の
二

∪
問

･
l
九
問

の
板
､
及
び
隣
郡
之
衆

の
廻
漕
し
た
板
は
､

l

枚
の
幅
が
-
/
4
間

(
7
尺
六

･LT
二
分
六
厘
)
と
な
る
｡

以
上
に
よ
っ
て
､
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
四
年
ま
で
の
､
伏
見
作
事
板
の
寸
法

(長
さ

･

I

幅

･
厚
さ
)
に
つ
い
て
､
す
べ
て
検
討
し
た
こ
と
に
な
告

そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
,

表
r:?
の
よ
う
に
な
る
｡

㈲
基
準
板

先
の
問
題
､tjJに
つ
い
て
､
こ
こ
で
検
討
す
る
｡
ま
ず
､
諸
説
の
批
判
を
行
な
う
｡

啓
論
文

(
一
二
〇
貢
)
で
は
､

｢
杉
板

一
間
当
り
の
舟
賃
｣
を
求
め
て
い
る
｡
ま
た
､

古
論
文

(
七
二
二
頁
)

･
徹
論
文
師

(
l
三
貢
)

･
徹
論
文
オ

(
l
四
八

二

四
九

貢
)
で
は
､

｢
百
聞
当
り
の
伐
採
費
舟
賃
｣
を
求
め
て
い
る
｡
よ
っ
て
､
右
の
諸
説

は
､
い
ず
れ
も
､
蔵
米
支
出
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
を
､

｢
板

一
間
｣
と
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
､
こ
れ
ら
の
説
に
は
'
次
の
二
つ
の
難
点
が
あ
る
｡

ri
伏
見
作
車
板
の
間
数

(板

一
枚
の
長
さ
の
こ
と
で
は
な
い
)
は
､
文
禄
四
年
に

は
､
板
を
縦
に
並
べ
た
と
き
の
長
さ
の
合
計
で
あ
る
の
に
対
し
て
､
慶
長
元
午

か
ら
同
四
年
に
は
'
板
を
横
に
並
べ
た
と
き
の
横
幅
の
合
計
な
の
で
あ
.る
｡
こ

の
よ
う
に
､
間
数
の
意
味
に
変
化
が
あ
る
か
ら
､
蔵
米
支
出
の
基
準
と
な
る
板

の
単
位
量
を
､
板

一
問
と
す
る
こ
と
に
は
､
問
題
が
あ
る
｡

廿
慶
長
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
ほ
'
同
じ
板

l
間

(
四
枚
は
り
の
板
の
場
合
､
板

一
間
の
内
に
､
板
が
四
枚
含
ま
れ
る
)
で
あ

っ
て
も
､
そ
の
内
に
含
ま
れ
る
板

の
､
板

一
枚
の
長
さ
は
､
三
間
二
尺

･
二
間

･
一
問
の
三
種
類
あ
る
｡
よ
っ
て
､

蔵
米
支
出
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
を
､
板

一
問
と
す
る
の
は
､
問
題
が
あ

る
｡

右
の

叫･
rcuJTよ
り
､
先
の
諸
説
が
成
立
す
る
可
能
性
は
低
い
｡
し
か
し
'
ま
だ
完
全

に
は
否
定
で
き
な
い
｡

次
に
､
問
題
叫
に
つ
い
て
の
'
本
稿
の
見
解
を
述
べ
る
｡
表
制
よ
り
､
伏
見
作
秦

板
は
､
寸
法
に
ょ
っ
て
､
大
体
､
次
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
｡

･㈲
長
さ
三
間
二
尺

･
幅
-
/
4
間

･
厚
さ
四
寸

浴
良
さ
二
間

･
幅
-
/
4
間

･
厚
さ
五
寸

細
長
さ

一
間

･
幅
-
/
4
間

･
厚
さ
五
寸

右
の
.叫

･

;～l/･
佃
の
板
の
､
最
大
公
約
数
的
な
板
は
､
③
の
板
で
あ
る
｡
し
た
が

っ

て
､
問
題
㊤
の

｢蔵
米
支
出
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
｣
は
.吋
の
板

l
枚
で
あ
る
t

と
い
う
予
想
が
立
て
ら
れ
る
｡
そ
し
て
'
こ
の
④
の
板
を
､
本
稿
で
は
以
下
､

｢
塞

準
板
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
｡
し
か
し
'
こ
の
③
の
仮

一
枚
､
即
ち
基
準
板

一
枚
が
､

蔵
米
支
出
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
で
あ
る
､
と
い
う
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
｡
つ
ま
り
､
こ
れ
は
ま
だ
仮
定
の
段
階
な
の
で
あ
る

(
こ
の
仮
定
の
証
明

は
､
本
稿
第
六
章
で
行
な
う
)
｡
な
お
､
渡
論
文

(
二
四
頁
)
で
は
'
蔵
米
支
出
の

基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
を
､

｢
長
さ

一
間
の
板

一
枚
｣
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
､

本
稿
の
見
解
と
'

一
見
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
｡
し
か
し
､
渡
辺
氏
の
説
に

は
､
若
干
の
問
題
が
あ
る
た
め
､
本
稿
の
見
解
と
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
0
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註

(
-
)
『秋
田
県
史

資
料
古
代
中
世
編
』

の
四
〇
九

･
四

一
〇
頁

(秋
田
県

昭

和
三
六
年
)
｡
以
下

｢県
史
②
｣
と
略
記
す
る
｡

(
2
)
山
口
啓
二

｢
豊
臣
政
権
の
構
造
｣

(
『
歴
史
学
研
究
』
二
九
二
号

昭
和
三

九
年
九
月
)

(
3
)
県
史
②
の
四
四
七
～
四
四
八
頁
｡

(
4
)
県
史
②
の
四
六
〇
頁
｡

な
お
'
淀
船
三

〇
腹
と
い
う
数
字
は
､
六
月
十
七
日

付
の
朱
印
状
に
は
､
記
述
は
な
い
｡
し
か
し
､
文
禄
四
年
五
月
三
目
付
の

｢豊
臣

氏
四
奉
行
連
署
秋
田
御
蔵
入
米
算
用
状
｣

(県
史
②
の
四
五
九
頁
)
に
は
､

｢淀

船
三
拾
肢
分
材
木
｣
と
あ
る
｡

(
5
)
朱
状
①
は
､
『本
荘
市
史

史
料
編
Ⅰ
上
』

(本
荘
市

昭
和
五
九
年
三
月
)

の
五

一
四
～
五

一
五
頁
に
所
収
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
､
こ
の

｢
本
荘
市
史
Ⅰ
上
｣

は
､
以
下

｢市
史
｣
と
略
記
す
る
｡
ま
た
､
朱
状
②
は
へ

｢
市
史
｣
五
二
〇
～
五

二
一
頁
に
所
収
｡
朱
状
⑨
は
'
県
史
②
の
五

一
三
～
五

一
四
頁
に
所
収
｡

(6
)
材
帳
①
は
､
県
史
②
の
四
七

一
～
四
七
二
頁
に
所
収
｡
材
帳
②
は
､

｢
市
史
｣

の
五

一
五
～
五

一
九
頁
に
所
収
｡
材
帳
③
は
､

｢
市
史
｣
の
五
二
二
～
五
二
五
蛋

に
所
収
｡
材
帳
④
は
､

｢市
史
｣
の
五
三
八
～
五
四

一
頁
に
所
収
｡
材
帳
⑨
は
､

｢市
史
｣
の
五
五
六
～
五
五
八
頁
に
所
収
｡

(
7
)
請
状
①
～
③
は
､
県
史
②
の
四
六
三
～
四
六
五
頁
に
所
収
｡

(
8
)
請
状
@
～
⑥
は
､

｢
市
史
｣
の
五

一
九
～
五
二
〇
頁
に
所
収
｡

(
9
)
請
状
⑦
～
⑯
ほ
'

｢
市
史
｣
の
五
二
五
～
五
二
八
頁
に
所
収
｡
請
状
⑭
～
㊧

は

'

｢市
史
｣
の
五
二
八
～
五
三
三
頁
に
所
収
｡

(
10
)
請
状

㊧
～
⑳
は
､

｢
市
史
｣
の
五
四

一
～
五
四
七
頁
に
所
収
｡
請
状
㊥
～
@

は
､

｢
市
史
｣
の
五
四
七
～
五
五
四
頁
に
所
収
｡

(
11
)
請
状
⑯
～
㊥
は
､

｢
市
史
｣
の
五
五
九
～
五
六
三
頁
に
所
収
｡
請
状
㊥
～
㊥

ほ

'

｢市
史
｣
の
五
六
三
～
五
六
七
頁
に
所
収
｡

(
12
)
厳
密
に
は
､
秋
田
御
蔵
入
米
算
用
状
に
は
'
次
の
回

･

㈲
･
回
の
三
種
類
あ

る
｡回

秋
田
氏
側
の
控

㈲秋
田
氏
が
豊
臣
氏
に
提
出
し
た
も
の

(
正
文
)
｡

何
豊
臣
氏
四
奉
行
の
連
署
の
､
秋
田
御
蔵
入
米
算
用
状

(㈲の
記
述
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
'
秋
田
氏
宛
て
と
な
っ
て
い
る
｡
正
文
｡
)
｡

そ
し
て
へ
蔵
状
①
は

㈲と
回
で
あ
り
､
蔵
状
②
は
回
と
回
で
あ
り
､
蔵
状
③
は
回

で
あ
り
､
蔵
状
④
は
回
で
あ
る
｡

ま
た
､
蔵
状
①
は
､
県
史
④
の
四
五
八
～
四
六

〇
頁
に
所
収
｡
蔵
状
②
は
'

｢市
史
｣
の
五
三
五
～
五
三
七
頁
に
所
収
｡
蔵
状
④
は
､
県
史
④
の
五

一
五
貢
に

所
収
｡
蔵
状
④
は
､

｢
市
史
｣
の
六
〇
二
～
六

〇
三
貢
に
所
収
｡

(
13
)

｢単
位
｣
と
い
う
の
は
､
辞
書
的
に
､
次
の
二
通
り
の
意
味
が
あ
る
｡

①
数
量
を
計
算
す
る
と
き
､
基
準
と
な
る
数
量
の
名
｡

②
物
ご
と
の
比
較
計
算
の
も
と
と
な
る
も
の
｡

そ
し
て
､

｢史
料
中
に
板
の
量
が
如
何
な
る
単
位
で
記
述
さ
れ
て
い
る
か
｣
と
い

う
場
合
の

｢単
位
｣
は
､
①
の
意
味
で
あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
､
問
題
①
の

｢
蔵

米
支
出
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
は
何
か
｣
と
い
う
場
合
の

｢
単
位
｣
は
'
④

の
意
味
で
あ
る
｡

(
14
)
請
状
㊨
の
全
文
を
次
に
挙
げ
て
お
-
｡

[

小
野
寺
家
奉
行
衆
伏
見
作
事
板
請
取
状
]
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公
儀
御
坂
之
事

合
百
四
拾
五
問

但
板
数
五
百
八
拾
枚
也
'

右
請
取
申
所
実
正
也
'

慶
長
三
年
七
月
甘

一
日

小
野
寺
孫
十
内

本
福
寺
兵
庫

道
定

(花
神
)

杉
沢
与
八
郎

通
継

(花
押
)

湊
乙
兵
衛
殿

五
十
日
新
三
郎
殿

賀
成
弥
四
郎
殿

館
岡
久
内
殿

参

(
15
)
間
数
と
枚
数
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
は
'
前
掲
註

(
14
)
の
請
状
画
と
､
ほ

ぼ
同
様
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
｡
前
掲
註

(
14
)
を
参
照
の
こ
と
｡

(
16
)

｢
市
史
｣
五
四

一
頁
｡

(
17
)

｢
四
枚
は
り
で

一
間
｣
と
い
う
の
は
'
板
を
横
に
四
枚
は
り
合
わ
せ
て
'

｢
一
間
｣
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
'

｢
四
枚
で

一
間
｣
と
い
う
の
と
同
じ
で

あ
る
｡

(
18
)

｢
七
尺
間
｣
と
い
う
記
述
が
'
請
状
㊧
～
⑳

･
㊨

･
㊨

･
⑭
に
は
な
い
の
で
'

こ
の
-
/
4
間
は
'

一
尺
七
寸
五
分
と
は
断
定
で
き
な
い
｡
し
か
し
'
ま
ず

一
尺

七
寸
五
分
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

(
19
)
塩
谷
氏
は
'

｢
秋
田
県
博
物
館
研
究
報
告
｣

(秋
田
県
立
博
物
館

昭
和
五

四
年
)
所
収
の

｢
由
利
地
方
の
館
｣
に
'

｢
塩
論
文
①
の
三
三
頁
の
表
｣
を
引
用

し
て
お
ら
れ
る
｡
よ
っ
て
'
こ
の
表
も
再
考
を
要
す
る
の
で
あ
る
｡

(
20
)
請
状
㊥
の

｢
四
枚
は
り
也
｣
を
'

｢
四
枚
は
り
で

一
間
｣
と
解
釈
す
れ
ば
'

間
数
と
枚
数
の
比
が
'

一
対
四
と
な
り
'
板

一
枚
の
幅
が
-
/
4
間
と
な
る
｡

(
21
)
詳
細
は
省
略
す
る
が
'
問
題
②
の
場
合
の
難
点
と
類
似
し
て
い
る
｡

(22
)
先
に
'
慶
長
三
年
の
板
の
寸
法
の
と
こ
ろ
で
検
討
し
た
'
周
を
参
照
の
こ
と
｡

(
23
)

｢
市
史
｣
五
二

一
頁
～
五
二
二
頁
｡

(24
)
前
掲
註

(
22
)
参
照
｡

(
25
)
<
塩
論
文
批
判
>

塩
論
文
②

(
五
頁
)
に
は
'
請
状
⑭
の

｢
三
枚
は
り
の

板
｣

･
｢
四
枚
は
り
の
板
｣
に
つ
い
て
'
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

｢
一
枚
の
巾
最
高
は

一
尺
九
寸
で
あ
る
か
ら
'
三
枚
で
は
六
尺
三
寸
に
な
ら
な

い
が
､
運
上
枚
全
体
で
六
尺
三
寸

=
T
間
と
計
算
し
て
百
六
十
間
に
な

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
｡
何
れ
に
せ
よ
慶
長
年
間
か
ら

｢
間
｣
の
内
容
が
変
わ
り
'
従
莱

の
長
さ
か
ら
巾
を
基
準
と
し
て
し
か
も
六
尺
三
寸
を

一
間
と
す
る
方
法
を
と
る

こ
と
に
な

っ
た
｡
｣

ま
た
'
塩
論
文
①

(三
六
頁
)
に
は
'

｢
三
枚
ぼ
り
'
四
枚
は
り
と
い
う
使
い
方
を
し
て
い
る
｡
従

っ
て

｢
間
｣
は
余

り
厳
密
で
な
い
単
位
で
あ

っ
た
｡
｣

と
あ
る
｡
詳
細
な
批
判
は
省
-
が
'
右
の
塩
論
文
④

･
①
の
説
は
'
請
状
⑯
の
解

釈
に
無
理
が
あ
り
'
再
考
を
要
す
｡

(
26
)
慶
長
二
年
の
場
合
'
間
数
は
'
板
を
横
に
並
べ
た
と
き
の
'
横
幅
の
総
間
数

で
あ
り

(慶
長
三
年
の
板
の
寸
法
の
と
こ
ろ
で
検
討
し
た
風
を
参
照
)
'
枚
数
は
'

単
に
板
の
総
枚
数
で
あ
る
｡
な
お
'
文
禄
四
年
で
は
'
間
数
は
板
を
縦
に
並
べ
た

と
き
の
'
板
の
長
さ
の
総
間
数
で
あ
り
'
枚
数
は
'
単
に
板
の
総
枚
数
で
あ
る

(文
禄
四
年
の
板
の
寸
法
の
と
こ
ろ
を
参
照
)
｡
ま
た
'
慶
長
三
年

･
同
四
年
で

は
'
慶
長
二
年
と
同
様
で
あ
る
｡
以
上
は
'
本
稿
第

一
章
の
㈲
板
の
単
位
量
の
と
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こ
ろ
で
挙
げ
た

｢疑
問
｣
t
に
対
す
る
答
え
の
一
部
で
あ
る
｡

(
27
)
仮
説
㊤
の
難
点
は
'
次
の
通
り
で
あ
る
｡
材
帳
②
の
目
付
は
'

｢
文
禄
五

年

十
二
月
三
日
｣
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
請
状
④
は
'

｢
文
禄
五
年
九
月
二
十

一
日
｣
'
請
状
⑨
は
'

｢慶
長
二
年
四
月
二
十
日
｣
'
請
状
⑥
は
'

｢
慶
長
元
年

分

間
九
月
十
日
｣
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
請
状
⑥
ほ
､
材
帳
②
よ
り
後
に
出

来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
'
仮
説
①
に
は
'
若
干
問
題
が
あ
る

(材
帳
④
が
出
来
た

時
点
で
は
'
請
状
⑥
の
板
は
'
敦
賀
側
に
渡
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
)
｡

ま
た
'
話
状
⑨

･
⑥
の
板
を
'
材
帳
②
の
l
九
間
と
考
え
る
t
と
い
う
説
も
可

能
で
あ
る
が
､
本
稿
で
は
'
こ
の
説
は
と
ら
な
い
｡

(
28
)
慶
長
元
年
の
場
合
'
間
数
は
'
板
を
横
に
並
べ
た
と
き
の
'
横
幅
の
総
間
数

で
あ
り

(慶
長
三
年
の
板
の
寸
法
の
と
こ
ろ
で
検
討
し
た
風
を
参
照
)
'
枚
数
は
'

単
に
板
の
総
枚
数
で
あ
る
｡
こ
の
註

(
28
)
と
前
掲
註

(26
)
は
'
本
稿
第

一
章
の

櫛板
の
単
位
量
の
と
こ
ろ
で
挙
げ
た
｢疑
問
｣
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
｡

(
29

)

前
掲
註

(
26
)

･
(
28
)
参
照
｡

(弘
前
大
学
人
文
学
部
学
生
)
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